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創立 30周年を記念して 10年前に建てられた、大学正門
Tは筑波の Tと 30 周年の T、そしてトップ 30の Tを意味する。これを受けて当時の北原学長は、記念樹をイチイにされた（西川記）
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「筑波大学ラグビーの軌跡」
展覧会

併設展示 「茗渓学園ラグビー」

主催　一般社団法人　茗渓会
共催　筑波大学
協力　茗渓学園、筑波大学ラグビー部・OB会

日時　5月11日(土) 14：00～

　パネルディスカッション
　 パネラー　中川昭 (筑波大学教授、体育会ラグビー部部長)、他
　 司会　　　伊與田康雄 (筑波大学名誉教授)

入場無料 
会期　第１期　4月20日(土)～4月30日(火)
　　　第２期　5月11日(土)～6月 2日(日)
　　　　　　　10：00～16：00（会期中無休）

会場　茗渓会館1階ロビー

公開講座『筑波大学ラグビーの軌跡』
企画展会場，オープニングセレモニーなどから（P10〜 18参照）



場内に掲示された嘉納治五郎先生の見守る中で
会議はすすめられた

左　江田昌佑 理事長
中　井口武雄 副理事長
右　西川　潔 副理事長

　一般社団法人

　茗渓会第 2 回
　　　定時総会

平成25年5月30日（木）於  茗渓会館

筑
波
大
学
長
祝
辞
を
代
読
す
る
佐
藤
　
忍
教
授



― ―3

本
日
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
２
回
定
時
総
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、

全
国
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
筑
波
大
学
か
ら
は
永
田
恭
介
新
学
長
よ
り
お
祝
辞

を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
は
誠
に
有
難
く
恐
縮
致
す
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
新
し
い
法
人
の
在
り
方
の
中
心
に
、
同
窓
会

と
し
て
大
学
と
の
連
携
、
協
調
関
係
を
、
今
ま
で
以
上
に
強

め
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
か
ら
の
ご
指
導
も

ま
た
今
ま
で
以
上
に
ご
高
配
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
歩
み

の
中
で
先
輩
方
が
多
く
の
汗
を
流
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
そ
の
汗
を
貴
重
な
糧
と
し
て
更
な
る
発
展
を
図
る

た
め
に
理
事
会
内
に
、
井
口
武
雄
副
理
事
長
を
委
員
長
と
し

て
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
『
茗
渓
会
拡
充

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
充
実
、
公
益
目

的
事
業
の
充
実
な
ら
び
に
大
学
へ
の
支
援
事
業
の
充
実
を
拡

充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
三
つ
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
員
の
各
世
代
を
つ
な
ぐ
事
業
と
し
て
、
筑

波
大
学
の
学
生
と
大
学
院
生
へ
の
支
援
の
強
化
や
会
費
完
納

者
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
上

で
「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
制
度
の
創
設
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
地
域
組
織
の
強
化
」
や
、「
職
域
に
お
け
る
茗
渓
会
組
織
の

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

理
事
長

一般社団法人

茗渓会第2回 定時総会

平成25年5月30日(木) 茗渓会館にて

拡
大
」「
支
部
活
動
に
対
す
る
支
援
強
化
」
等
と
、〞
地
域
・

職
域
を
つ
な
ぐ
事
業
〝
を
押
し
進
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
押
し
進
め
て
参
る
に
際
し
ま
し
て
は
、

・
５
％
の
会
員
増
加

・
５
％
の
収
入
増
加

そ
し
て

・
５
％
の
経
費
の
削
減

を
図
る
こ
と
を
年
間
目
標
と
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

関
係
者
一
同
の
合
言
葉
を
『
ゴ
ー
・
⑤
・
ｇ
ｏ
』
と
名
付
け

ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
相
互
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
季
刊
誌『
茗
渓
』

の
正
月
号
と
夏
号
の
誌
上
に
、
名
刺
広
告
の
形
で
、
賀
状
交

換
や
暑
中
見
舞
い
の
欄
を
特
設
致
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご

協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
関
係
す
る
皆
さ
ま
方
の
ご
後
援
を

賜
り
ま
し
て
新
し
い
法
人
体
制
を
充
実
さ
せ
て
行
き
、
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
一
層
の
努
力
を
払
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
、
時
間
の
許
す
か
ぎ
り
、
十
分
な
ご
審
議

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
皆
さ
ま
既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
国
立
大
学
と
致

し
ま
し
て
は
、
わ
が
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
、
全
国
大
会

に
出
場
い
た
し
ま
し
て
、
優
勝
こ
そ
逸
し
ま
し
た
も
の
の
、

準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
筑
波

大
学
の
共
催
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
茗
渓
会
主
催
に
よ
る
公

開
講
座
と
し
て
「
講
演
と
企
画
展
」
を
、
４
月
20
日
か
ら
６

月
２
日
ま
で
の
間
、
当
・
茗
渓
会
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
大
学
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
で
優
勝
、

全
国
大
学
女
子
駅
伝
３
位
と
、
筑
波
大
学
運
動
部
の
活
躍
は

目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
に
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
清
聴
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集



定 時 総 会 出 席 代 議 員 一 覧

附属校 日下部公昭

北海道 沖野 隼夫

大沼 寛

青 森 遠藤 智久

岩 手 髙橋 光彦

宮 城 蘇武 徳行

秋 田 船木 賢咲

福 島 鈴木 弘文

茨 城 河原井忠男

武井 秀一

栃 木 田島 一利

上岡 利夫

（敬称略)

兵 庫 折戸 善信

鳥 取 有田 博充

岡 山 平田 信彦

広 島 大辻 明

山 口 鍋井 邦久

徳 島 木村 潤

愛 媛 藤井 俊夫

福 岡 柴田 晴夫

佐 賀 東島 敏隆

長 崎 浦下 悦二

大 分 鈴木 基史

石 川 久下 恭功

静 岡 杉本 淳光

愛 知 鳥山 勇

村松 利之

岐 阜 丹羽 章

滋 賀 豊田 則成

三 重 寺田 卓二

京 都 塩見 均

大 阪 佐藤 隆一

奈 良 藤善 尚憲

和歌山 米倉 憲治

豊 島 醍醐 路子

王子 小島 和雄

神奈川 小山 和夫

佐々木悦子

本木 幹雄

矢野 正人

山 梨 佐野 純一

長 野 安藤 善二

新 潟 永井 成一

小野寺 篤

富 山 川腰 善一

群 馬 茂木 道弘

佐藤 功

埼 玉 相澤 鎭夫

奥谷 多作

矢嶋 章司

細田 幸一

千 葉 青木 寛

佐藤 宰

葛 飾 渡邉 悟

新 宿 浅井 一郎

中 央 中村 穎司

伝
統
あ
る
茗
渓
会
の
平
成
25
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

の
筑
波
大
学
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
昨
年
度
に
お
け
る
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権

準
優
勝
、
全
国
大
学
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
優
勝
、
全

国
大
学
女
子
駅
伝
３
位
を
始
め
と
す
る
本
学
運
動
部
の
輝
か

し
い
成
績
に
対
し
て
、
茗
渓
会
会
員
諸
氏
か
ら
多
大
な
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

本
学
は
、
今
年
度
か
ら
開
学
以
来
の
３
学
期
制
か
ら
「
６

モ
ジ
ュ
ー
ル
・
２
学
期
制
」
に
変
更
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
教
育
の
質
の
さ
ら
な
る

向
上
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

現
在
、
本
学
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
改
革
の
い
く
つ
か
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
の
実
質
化
を
進
め
る
う
え
で
切
り
札
と
な
る
の
が
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
位
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、
学
士
・
修
士
・
博
士
・
専
門
職
学
位
と
い
っ
た

学
位
を
与
え
る
課
程
中
心
の
考
え
方
で
、
社
会
や
学
生
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
教
育
の
質
保
証
、

学
位
の
国
際
的
通
用
性
、
教
育
組
織
の
運
営
等
の
諸
問
題
を

も
解
決
し
う
る
教
学
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
年
度
は
学
内
的
に

理
解
の
得
ら
れ
る
行
程
表
を
策
定
し
、
全
学
的
な
コ
ン
セ
ン

サ
ス
に
基
づ
い
て
実
効
性
の
あ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
１

日
に
発
足
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
機
構
は
、
学
生
の

み
な
ら
ず
、
教
員
、
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、

国
際
活
動
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
支
援
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
本
学
が

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
「
国
際
性
の
日
常
化
」
を
体
現

で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
研
究
大
学
院
大
学
と
し
て
、
さ
ら
に
基
礎
及
び

応
用
科
学
の
研
究
力
の
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
学
は
他
に
類
を
見
な
い
研
究
分
野
を
擁
し
、
講
座
制
に
よ

ら
な
い
研
究
グ
ル
ー
プ
制
に
よ
っ
て
既
存
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

の
枠
を
越
え
て
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
特
色
あ

る
研
究
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
更
な
る
研
究
力
の
向
上

を
目
指
し
て
、
研
究
組
織
の
再
編
成
を
含
め
て
思
い
切
っ
た

改
革
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
定
機
能
病
院
と
し
て
重
要
な
役
割
を
も
つ
大
学
附
属
病

院
に
昨
年
度
新
棟
「
け
や
き
病
棟
」
が
竣
工
し
、
医
療
貢
献

の
幅
を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。
先
端
的
な
研
究
開
発
を
通
し

て
高
度
医
療
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
つ
く
ば
、
茨
城

県
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
責
務
を

果
た
し
て
い
き
ま
す
。

本
学
は
今
年
10
月
１
日
に
筑
波
大
学
開
学
40
周
年
、
前
身

校
か
ら
創
基
141
年
を
迎
え
ま
す
。
新
構
想
大
学
と
し
て
出
発

し
た
本
学
が
、
世
界
的
な
教
育
研
究
拠
点
、
知
の
国
際
連
携

活
動
拠
点
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
つ
く
ば
の
人
材
育
成
拠
点

と
し
て
、
産
官
学

働
の
拠
点
と
し
て
、
そ
し
て
「
大
学
文

化
の
薫
る
街
」
の
中
心
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、
学
生

や
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
、
そ
の
能
力
や
特
性

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
筑
波
大
学
文
化
の
基
盤
を

形
成
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

今
後
も
茗
渓
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
２
回
定
時
総
会
は
、
５
月
30
日
に
茗

渓
会
館
に
お
い
て
、
代
議
員
総
数
110
名
の
う
ち
、
出
席
58
名
、
委

任
状
に
よ
る
出
席
35
名
、
合
計
93
名
の
出
席
を
得
て
、
田
中
正
造

常
務
理
事
よ
り
出
席
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
江
田
昌
佑

理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
筑
波
大
学
永
田
恭
介
学
長
の
祝
辞
を

同
大
学
佐
藤

忍
教
授
が
代
読
し
た
。

定
款
第
15
条
に
よ
り
議
長
に
江
田
昌
佑
理
事
長
が
就
き
定
款
第

19
条
第
２
項
に
よ
り
議
事
録
署
名
人
に
は
理
事
長
と
出
席
し
た
理

事
全
員
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
定
款
第
17
条
に
よ
り
総
会
が
成
立

し
た
旨
を
告
げ
、
開
会
を
宣
言
し
議
事
に
入
っ
た
。

第
①
号
議
案

平
成
24
年
度
事
業
報
告
、
収
支
計
算
書
等
及
び
監

査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
、
資
料
に
基
づ
き
平
成
24
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

１

会
員
状
況

正
会
員
数

２
１
、７
０
８
（
昨
年
２
０
、９
４
２
）

登
録
者
数

５
３
、０
０
４

（
２
年
間
会
費
未
納
者
を
含
む
全
登
録
会
員
数
）

２

第
１
回
定
時
総
会
は
平
成
24
年
５
月
24
日
に
開
催
。

３

理
事
会
は
年
に
７
回
、
開
催
。

４

企
画
運
営
委
員
会
は
年
４
回
、
財
務
法
務
委
員
会
は
９
月

に
随
時
と
11
月
に
、
組
織
委
員
会
は
年
３
回
、
大
学
つ
く
ば

地
域
支
援
委
員
会
は
年
１
回
、
公
益
広
報
委
員
会
は
年
10
回
、

地
代
問
題
検
討
委
員
会
は
年
１
回
、
校
友
会
対
策
会
議
は
年

１
回
、
筑
波
事
務
所
運
営
会
議
は
年
１
回
、
中
間
監
査
は
１

回
、
大
学
と
の
連
絡
・
懇
談
会
は
年
１
回
開
催
さ
れ
た
。

定
時
総
会
議
事
（
要
旨
）

５

公
益
事
業
と
し
て
は
左
記
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
た
。

①

学
生
活
動
支
援

６
月
〜
７
月
に
募
集
。
審
査
会
は
８

月
31
日
。
９
月
10
日
に
15
団
体
に
助
成
金
交
付
式
。

②

顕
彰
事
業

６
月
〜
７
月
に
募
集
。
10
月
20
日
に
選
考

委
員
会
。
11
月
26
日
に
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
の
顕
彰
式

（
個
人
４
人

団
体
７
）

３
月
４
日
に
大
学
院
生
及
び
芸

術
系
学
生
対
象
の
選
考
委
員
会

３
月
26
日
大
学
院
生
対

象
36
人

芸
術
系
学
生
対
象
３
人
を
顕
彰

③

公
開
講
座

本
部
主
催
は
４
回

支
部
主
催
は
６
回

④

大
学
支
援
事
業

卒
業
式
助
成

茗
渓
筑
波
グ
ラ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

学
園
祭
等

⑤

教
職
受
験
対
策
研
修
会
補
助

６

支
部
総
会

21
支
部
の
総
会
に
本
部
か
ら
理
事
を
派
遣

７

追
悼
の
つ
ど
い

９
月
８
日

参
列
38
家
族
58
人

８

筑
波
大
学
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣

９
月
〜
11
月

９

広
報

季
刊
誌
『
茗
渓
』
の
発
行

年
４
回
（
約
10
万
部
）

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
資
料
に
基
づ
き
平
成
24
年
度
収
支
計

算
書
に
つ
い
て
、
詳
細
な
報
告
が
さ
れ
た
。（
項
目
別
の
収
入
及
び

支
出
は
８
ペ
ー
ジ
の
収
支
計
算
書
を
参
考
に
さ
れ
た
い
）
続
い
て

審
議
事
項
で
あ
る
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
正

味
財
産
増
減
計
算
書
（
８
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
さ
れ
た
い
）
及
び
付

属
明
細
書
を
説
明
し
、
公
益
目
的
支
出
実
施
報
告
書
を
報
告
し
た
。

続
い
て
、
高
橋
三
郎
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
長
が
質
問
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
渡
邉
悟
代
議
員
（
葛
飾
）
浅

井
一
郎
代
議
員
（
新
宿
）
河
原
井
忠
男
代
議
員
（
茨
城
）
か
ら
、

公
益
目
的
事
業
支
出
計
画
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
田
中
正
造

常
務
理
事
と
福
岡
一
雄
理
事
が
答
弁
し
た
。

議
長
は
、
第
１
号
議
案
の
承
認
を
諮
り
、
全
会
一
致
で
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

第
②
号
議
案

平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書

（
案
）
に
つ
い
て

田
中
事
務
局
長
が
資
料
（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
基
づ
き
説
明
し

た
。
こ
の
案
件
は
定
款
で
は
採
決
を
要
し
な
い
事
項
で
あ
る
。

第
③
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

第
27
条

報
酬
等
）に
つ
い
て

第
④
号
議
案

理
事
監
事
に
対
す
る
報
酬
等
の
規
程
の
一
部
変
更

（
第
２
条
）
に
つ
い
て

第
⑤
号
議
案

監
事
の
報
酬
等
の
額
に
つ
い
て
（
定
款
12
条
第
３

号
）

議
長
は
、
以
上
の
第
３
号
、
第
４
号
、
第
５
号
の
３
議
案
を
一

括
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
、
田
中
正
造
常
務
理
事
に
提
案
趣
旨
を

説
明
さ
せ
た
。
田
中
正
造
常
務
理
事
は
資
料
に
よ
り
、
ま
ず
理
事
・

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
定
款
第
27
条
の
一
部
変
更
を
提
案
・
説
明

し
、
次
い
で
理
事
・
監
事
に
対
す
る
報
酬
等
の
規
程
第
２
条
の
一

部
変
更
を
提
案
・
説
明
し
た
。

議
長
は
、
第
３
号
、
第
４
号
、
第
５
号
の
３
議
案
に
つ
い
て
一

括
し
て
一
同
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
が
な
か
っ
た
。
議
長
は
、
定

款
変
更
の
議
決
に
関
し
て
は
、
定
款
第
17
条
に
よ
り
、
出
席
し
た

社
員
（
代
議
員
）
の
議
決
権
の
３
分
の
２
以
上
を
も
っ
て
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
採
決
を
お
こ
な
っ
た
。
挙
手
に
よ

る
賛
成
は
55
名
、
委
任
状
（
議
決
権
行
使
書
）
に
よ
る
賛
成
は
35

名
、
合
計
90
名
の
賛
成
が
あ
り
、
代
議
員
総
数
110
名
の
議
決
権
の

３
分
の
２
以
上
に
あ
た
る
こ
と
を
確
認
し
、
第
３
〜
５
号
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

第
⑥
号
議
案

役
員
の
選
任
（
理
事
１
名
）
に
つ
い
て

江
田
昌
佑
理
事
長
が
欠
員
補
充
と
し
て
神
林

喬
氏
を
推
薦
し
、

任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
し
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
た
。

⑴

代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

⑵

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

⑶

支
部
へ
の
会
費
還
元
に
つ
い
て

⑷

茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

⑴

会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て

⑵

新
入
学
・
新
卒
業
生
の
入
会
状
況
に
つ
い
て

⑶

会
費
納
入
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

⑷

第
12
回
（
平
成
25
年
度
）
顕
彰
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑸

支
部
か
ら
の
提
出
・
報
告
・
連
絡
文
書
に
つ
い
て

以
上
で
、
茗
渓
会
通
常
総
会
は
、
予
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
内
容
を

終
了
し
閉
会
し
た
。

総
会
の
あ
と
、
会
場
を
４
階
に
移
し
て
、
会
員
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
江
田
理
事
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
懇
談
が
な
さ
れ
た
。
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『
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
!

茗渓会 理事
茗溪学園中学校高等学校

校 長 柴 田 淳
昭和52年教体卒
昭和56年筑修体

305-8502つくば市稲荷前1-1
TEL 029-851-6611

事務室

宮 尾 徹

茗
渓
会
第
２
回
定
時
総
会
で
、
江
田
昌
佑
理
事
長
は
「
茗
渓
会
の
更

な
る
発
展
を
図
る
た
め
に
理
事
会
内
に
、
井
口
武
雄
副
理
事
長
を
委
員

長
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
を
発
足
さ
せ
『
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
の
推
進
を
図
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
『
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
は
、
新
し
い
茗
渓
会
が
取
り

組
む
最
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
な
く
て
は

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
会
員
の
皆
様
の

特
段
の
ご
協
力
が
必
要
な
事
業
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

会
費
制
度
改
正
の
趣
旨

茗
渓
会
に
と
っ
て
、
会
員
の
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

新
会
員
の
確
保
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
第
一
回
定
時
総
会
に
お
い
て

会
費
制
度
を
次
の
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

①

会
員
は
、
正
会
員
、
学
生
会
員
、
賛
助
会
員
と
す
る
。

②

新
会
員
の
入
会
金
は
、
徴
収
し
な
い
。

③

会
員
は
、
次
に
よ
り
会
費
を
支
払
う
。

・
正
会
員

年
額
３
５
０
０
円

・
学
生
会
員

在
学
中
無
料

・
賛
助
会
員

年
額
（
一
口
）
２
０
０
０
円

④

卒
業
（
大
学
院
修
了
）
後
３
年
間
、
会
費
納
入
を
猶
予
す
る
。

⑤

会
員
の
う
ち
、
次
の
場
合
は
、
そ
の
後
の
会
費
納
入
義
務
が
消

滅
す
る
。

・
年
度
会
費
を
35
回
分
納
入
し
た
方

た
だ
し
、
学
生
会
員
が
在
学
中
に
年
額
１
０
０
０
円
を
納
入

し
た
場
合
は
、
35
回
分
納
入
回
数
に
算
入
す
る
。

・
入
会
後
５
年
以
内
に
年
度
会
費
を
25
回
分
納
入
し
た
方

学
生
会
員
が
右
の
④
の
猶
予
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
25
回
分

納
入
し
た
場
合
を
含
む
。

な
お
、
こ
の
会
費
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
、
平

成
25
年
度
の
新
入
生
、
新
卒
業
生
の
入
会
が
増
え
ま
し
た
。

29-857-44

茗渓会 理事

鵜 沢 力
(昭和63年卒筑波大学社会学類)

tmuzawa＠ma.kitanet.ne.jp

茗渓会 理事

川 田 孝 一
(昭和39年教大総農科)

(連絡先)
桜美林大学入試広報センター

株式会社 ユーハイム

代表取締役
社長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

150-0001東京都渋谷区神宮前6-2-9

茗渓会 理事

神 林 喬
(昭和40年教育学科卒)

横浜市青葉区大場町360-51

茗渓会 理事

茗溪学園
理事長 西 野 虎之介

(昭和28年卒教大農経科)
(自宅)
312-0062茨城県ひたちなか市高場92

TEL 029-285-7786

2015年 龍谷大学農学部開設
龍谷大学 農学研究所 新学部設立

大関ビル７階

(昭和54年筑波農林)

TEL 075-645-8637
miyao＠ad.ryukoku.ac.jp

茗渓会 理事
筑波大学キャリア支援室長

教 授 守 屋 正 彦
昭和51年教大芸卒
昭和53年教大院修美

305-0005つくば市天久保4-5-4
TEL 0298-50-3901

飯塚公認会計士･税理士事務所
公認会計士･
税理士 飯 塚 良 成

（茗渓会監事)
（事務所）

227-0054横浜市青葉区しらとり台14-7
TEL 045-988-0846

mail:nqf46967＠nifty.com

特定非営利活動法人 産業健康振興協会
企業、自治体等における健康測定(HECS）・
能力評価テスト(PEES）・ストレスマネージメント

理事長 古 藤 昭 子
(昭和32年東京教育大学体育学部卒)

164-0011東京都中野区中央1-43-15-602
TEL 03-3366-2810 FAX 03-3366-0857

URL http://www.jiha.or.jp

辯護士 高 橋 三 郎
（事務所）

113-0033東京都文京区本郷3-9-4
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TEL 03-5962-5908(直通) 03-3811-2231(代表)
（自宅）
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TEL･FAX 047-345-6070

堀内法律事務所

所長･弁護士 堀 内 昭 三
(昭和35教大法政)

305-0025つくば市花室1011
TEL 029-857-4411 FAX 0

年卒東京教育大学理
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茗渓会 理事

筑波大学生命
環境系教授 佐 藤 忍

(昭和60年筑波大博士課程生物)

TEL 029-858-0772
e-ma

文四)

墨林書

oh.shinobu.ga＠u.tsukuba.jp

茗渓会 理事

北 島 瑞 男
(昭和39

勝 信 明
(昭和26年

学部数学科)

300-4513筑西市中根361-2
TEL 0296-52-3977

茗渓会 理事

大

別顧問道院特

卒

般社一 団法人 茗渓会



支
部
へ
の
活
動
支
援
の
改
善
内
容

茗
渓
会
が
同
窓
会
と
し
て
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

単
位
組
織
（
地
域
・
職
域
の
支
部
）
等
の
活
性
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

支
部
の
「
会
員
拡
大
活
動
」
や
「
独
自
事
業
の
積
極
的
展
開
」
を
支
援

す
る
た
め
に
、
支
部
あ
て
の
会
費
還
元
を
次
の
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

還
元
金
額＝

年
会
費
規
定
金
額
×

）
×
支
部
所
属
納
入
者
数

こ
の
施
策
は
、
支
部
が
会
員
拡
大
を
図
れ
ば
図
る
ほ
ど
、
還
元
金
額

が
大
き
く
な
り
、
支
部
独
自
の
事
業
も
多
彩
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
支
部
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
同
窓
生

の
掘
り
起
し
を
図
り
、
会
員
の
拡
大
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
の
創
設

こ
の
制
度
は
、
す
で
に
会
費
を
完
納
し
た
会
員
の
皆
様
に
〞
茗
渓
フ

ェ
ロ
ー
〝
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
寄
付
を
仰
ぎ
、
今
後
も
茗
渓
会
の
運

営
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

〞
世
代
を
つ
な
ぐ
事
業
〝
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
学
生
・
大
学
院
生

の
研
究
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
助
成
金
等
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

季
刊
誌
『
茗
渓
』
正
月
号
、
夏
号
）
で
の

誌
上
名
刺
交
換

名
刺
広
告
）
の
ね
ら
い

季
刊
誌
『
茗
渓
』
に
「
名
刺
広
告
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
ね
ら
い
は
、

会
員
の
皆
様
に
「
名
刺
広
告
」
と
い
う
形
で
、
経
費
的
支
援
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
今
後
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
、「
単
位
組
織
（
支
部
な
ど
）
の

活
動
報
告
」「
会
員
相
互
の
情
報
交
換
」「
大
学
時
代
の
専
攻
や
サ
ー
ク

ル
の
連
絡
」
な
ど
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
「
同
窓
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
広
場
」
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

な
お
、
上
記
各
項
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
数
次
の
理
事
会
に
お
い
て

協
議
し
、
議
決
し
た
内
容
を
基
に
記
し
た
も
の
で
す
。

平成25年(2013年)
茗渓会北海道支部

支部長 沖 野 隼 夫
(昭和41年卒体育学部体育学科)

TEL 011-802-8760
(鵜野和憲方 北海道支部事務局)

一般財団法人 筑波学都資金財団
筑波大学学生宿舎管理事務所

所 長 武 井 秀 一
(昭和51年卒理学部化学科)

305-0005茨城県つくば市天久保二丁目1-1
TEL 029-858-0131

茗渓会 代議員（葛飾）

東京聖栄大学
理事･教授

渡 邉(草間) 悟
昭和56年卒筑二農
昭和62年卒筑博農

124-8530葛飾区西新小岩1-4-6
TEL 03-3692-0213FAX 03-3692-0213

茗渓会 代議員

中 村 穎 司
(昭和35年卒文学部国文科)

343-0825越谷市大成町2-331-1
TEL 048-988-0338

新宿茗渓会

事務局 浅 井 一 郎
(昭和55年卒筑一人文)

169-0073東京都新宿区百人町1-4-28
TEL 03-5273-5851
asai1765＠ybb.ne.jp

神奈川茗渓会

会 長 清 水 進 一 昭和43年卒
教大数

事務局長 矢 野 正 人 昭和53年卒
修院農

(会長自宅)
254-0075神奈川県平塚市中原1-25-24

TEL 0463-31-3350

大阪茗渓会
新会長 松本 秀範 昭和53年

修士林卒
森ノ宮医療大学 広報室参事
559-8611大阪市住之江区南港北1-26-16

新理事長 岡村多加志 昭和55年
筑一群自然卒

大阪府立久米田高等学校 校長
596-0802大阪岸和田市額原町1100

茗渓会広島支部

支部長 山 成 宣 彦
(昭和40年卒教大健康)

(事務局)

広島大学附属高校内 大辻 明 昭和47年卒
教大体

TEL 082-251-2998

茗渓会 副理事長

西 川 潔
筑波大学名誉教授

(昭和44年教大構成 昭和40年院修美)

305-0031つくば市吾妻3-1-1-109
e-mail:q.nishikawa＠gmail.com

茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒東京教育大学体育学部)

事務局 112-0012文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会

常務理事
事務局長 田 中 正 造

(昭和36年卒教大健)

事務局 112-0012文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

三菱UFJモルガン･スタンレー証券㈱

コールセンター コンタクトセンター室長

橋 爪 明 信
(昭和53年卒体育専門学群(ラグビー部）)

TEL 080-1106-3018
e-mail:falconanny＠onyx.ocn.ne.jp

茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱
(シニアアドバイザー)

104-8253東京都中央区新川2-27-2
TEL 03-3297-1111

国立大学法人筑波大学
副学長・理事(教育担当)

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年教大体育)

305-8577茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL 029-853-2010FAX 029-853-6310

e-mail:ac＠taiiku.tsukuba.ac.jp

茗渓会 理事

筑波大学数理
物質系教授 新 井 達 郎

(昭和56年博士課程化学研究科修了)

TEL 029-853-4315
arai＠chem.tsukuba.ac.jp
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平成 年度決算報告

資産の部

流動資産

現金

振替貯金

当座・普通預金

未収金

前払費用

流動資産合計

固定資産

特定資産

満期共済金引当預金

退職給付引当預金

修繕積立引当預金

保証金引当特定預金

特定資産合計

その他固定資産

土地

建物

構築物

機械装置

什器備品

定期預金

通常貯金

定額貯金

その他固定資産合計

固定資産合計

貸借対照表
平成25年３月31日現在

単位千円

124

23,416

223,971

445

197

248,154

40,250

4,916

3,000

159,003

207,170

314,775

735,669

6,606

3,091

1,632

30,816

52,666

10,000

1,155,258

1,362,428

資産合計 1,610,583

471

19,695

624

20,790

1,400,000

55,366

40,250

4,916

3,000

1,503,533

1,524,323

負債の部

流動負債

預り金

前受金

未払金

流動負債合計

固定負債

保証金

長期借入金

満期共済金引当金

退職給付引当金

修繕積立引当金

固定負債合計

負債合計

一般正味財産の部

一般正味財産

(うち当期増減額）

正味財産合計

86,260

2,589

86,260

1,610,583負債および正味財産合計

正味財産増減計算書
平成24年４月１日から平成25年３月31日まで

単位千円

一般正味財産増減

１ 経常増減の部

１ 経常収益

① 会費収入

② 地代収入

③ 委託料収入

④ 広告料収入

⑤ 寄付金収入

⑥ 雑収入

⑦ 満期共済金引当預金

取崩収入

⑧ 退職給付引当金

取崩収入

経常収益計

２ 経常費用

①事業費

②管理費

経常費用計

当期経常増減額

２ 経常外増減の部

１ 経常外収益

① 保証金引当特定預金

増加額

経常外収益計

２ 経常外費用

① 減価償却費

② 退職給付引当金繰入

③ 保証金引当特定預金

繰入

④ 修繕目的積立金繰入

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産

増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

正味財産③月末残高 2,589

収支計算書
平成24年４月１日～平成25年３月31日

単位千円

事業活動収支の部

１ 事業活動収入

① 会費収入

② 地代収入

③ 委託料収入

④ 広告料収入

⑤ 寄付金収入

⑥ 雑収入

⑦ 満期共済金引当

預金取崩収入

⑧ 退職給付引当預金

取崩収入

事業活動収入計

２ 事業活動支出

① 事業費支出

１ 給料手当

２ 助成金

３ 通信運搬

４ 印刷製本

５ 租税公課

６ 修繕

７ その他

② 管理費支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

38,575

58,900

35,214

3,215

54

1,398

2,050

12,686

152,093

92,096

21,839

10,684

6,809

6,206

32,445

2,719

11,395

33,639

125,736

26,357

投資活動収支の部

① 投資活動収入

② 投資活動支出

１ 退職給付

引当預金支出

２ 保証金返済

引当預金支出

３ 修繕目的

積立預金

投資活動収支差額

0

37,345

1,345

33,000

3,000

-37,345

財務活動収支

１ 財務活動収入

２ 財務活動支出

財務活動収支差額

0

16,500

-16,500

0予備費

-28,788

256,153

227,365

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

86,260

(増 減)

576

0

1,710

390

8

-284

1,100

12,666

16,186

1,282

8,251

9,533

6,652

32,999

32,999

-325

215

33,000

3,000

35,889

-2,889

3,762

-1,172

2,589

(H25年)

38,575

58,900

35,214

3,215

54

1,398

2,050

12,686

152,093

92,096

33,639

125,736

26,356

33,000

33,000

19,422

1,345

33,000

3,000

56,767

-23,766

2,589

83,670

86,260



①.事業計画のねらい

(1)本年度は一般社団法人への移行後２年目にあたり、定款の変更、新組織体制のもと事業を円滑に進めるための計

画を実施する。

(2)公益目的支出計画に基づいて事業の推進を図る。

(3)財務審議会答申（平成24年２月24日）における財務状況の検証と新法人移行後の見通しをもって事業を展開する。

②.事業の目的（定款第③条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、

学術、文化、教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資することを目的とする。

③.事業の内容（定款第④条による）

(1)会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業

① 茗渓会拡充キャンペーンの実行

② ホームページのリニューアルによる交流促進

③ 追悼のつどいの実施

(2)定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業

① 季刊誌『茗渓』の発行 年４回

(3)研修会、講演会、公開講座等公衆の教養向上と地域社会への貢献に資する事業

① 公開講座の実施 ② 地域・職域の単位組織主催による公開講座への助成

(4)学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業

① 顕彰事業（社会貢献活動功労者、筑波大学大学院生、筑波大学芸術関係）

② 学生諸活動への助成事業

(5)財産の管理・運営に関する事業

(6)教育の振興、普及活動に資する事業

① 筑波大学就職ガイダンス ② 教職受験対策研修会 ③ 茗渓筑波グランドフェスティバル

(7)その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

(8)前項の事業は、全国において行うものとする。

平成 年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画

平成 年度予算書 平成25年４月１日～平成26年３月31日
単位千円

事業活動収支の部

１事業活動収入

①会費収入

②地代収入

③委託料収入

④広告料収入

⑤寄付金収入

⑥雑収入

⑦満期共済金引当預金
取崩収入

⑧退職給付引当預金
取崩収入

事業活動収入計

２事業活動支出

①事業費支出

１給料手当

２助成金

３通信運搬

４印刷製本

５租税公課

６修繕

７その他

②管理費支出

0

19,593

12,460

7,133

2,373

39,591

58,900

32,930

5,130

100

1,469

2,000

1,000

141,120

95,703

20,920

13,133

6,850

6,000

33,000

3,000

12,800

22,738

58,900

58,900

18,860

4,360

14,500

1,000

39,591

32,930

5,130

100

1,469

2,000

1,000

82,220

57,250

4,100

6,000

6,850

6,000

18,500

3,000

12,800

19,365

事業活動支出計

事業活動収支差額

投資活動収支の部

①投資活動収入

②投資活動支出

１退職給付引当
預金支出

２保証金返済
引当預金支出

３修繕目的
積立預金

投資活動収支差額

財務活動収支の部

１財務活動収入

２財務活動支出

財務活動収支差額

予備費

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

118,441

22,679

0

37,000

1,000

33,000

3,000

-37,000

0

19,100

-19,100

2,000

-35,421

227,365

191,944

21,966

-21,966

0

0

0

0

0

0

0

-21,966

19,860

39,040

0

33,000

33,000

-33,000

0

19,100

-19,100

0

-13,060 -395

2,000

0

0

0

76,615

5,605

0

4,000

1,000

3,000

-4,000

科 目
予算額
（案) 公益目的

支出会計
地代会計 法人会計

予算額
（案)

科 目
法人会計地代会計

公益目的
支出会計
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今
年
１
月
、
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
全
国
大
学
選
手
権

で
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
国
立
大
学
初
の
準
優
勝
と
い
う

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
筑
波
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
高
等

師
範
学
校
に
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
88
年
目
の
快
挙

で
し
た
（
本
誌
春
号
で
既
報
）。

そ
こ
で
、
こ
の
喜
び
を
記
念
し
て
、
茗
渓
会
と
筑
波
大
学

は
、
公
開
講
座
と
し
て
「
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
歴
史
と
筑

波
大
学
準
優
勝
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
る
講
演
と
企
画
展
」
を
、

東
京
茗
荷
谷
の
茗
渓
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
期
の
開
幕

第
一
期
の
初
日
の
４
月
20
日
、
会
場
の
茗
渓
会
館
に
大
勢
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
茗
渓
会
の
江
田

昌
佑
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
筑
波
大
学
の
永
田
恭
介
学
長
の
ご
挨

拶
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
、
筑
波
大
学
の
永
田
恭
介
学
長
、
東

照
雄
副
学
長
、
真
田

久
体
育
専
門
学
群
長
、
茗
渓
学
園
の
中
村

晃
三
事
務
局
長
、
そ
し
て
茗
渓
会
の
江
田
昌
佑
理
事
長
の
５
人
の

方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
筑
波
大
学
教
授
・

体
育
系
長
で
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長
の
中
川
昭
さ
ん
と
筑
波
大
学
講
師

で
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
の
古
川
拓
生
さ
ん
に
「
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー

部
の
こ
れ
ま
で
と
今
か
ら
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
中
川

昭
さ
ん
の
講
演
要
旨
〕

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
大
学
の
変
遷
の
中
で
様
々
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
東
京
教
育
大
学
が
筑
波
大
学
に
変

わ
る
時
は
、
大
学
の
名
称
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
制
度
も
大
き
く

変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う

大
き
な
変
化
の
時
に
は
、
と
も
す
れ
ば
伝
統
（
組
織
が
大
切
に
し

て
き
た
も
の
）
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
筑

波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
、
む
し
ろ
こ
の
変
遷
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
東
京
高
等
師
範
の
こ
ろ
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
伝
統
を
強
く

意
識
し
、
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
大
切
に
し
て
き
た
伝
統
と
は

何
か

一
つ
目
は
「
指
導
者
養
成
の
使
命
を
果
た
す
」
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
い
つ
も
、
筑
波
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
指
導
者
を
養

成
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
き
ま
し
た

公開講座

～講演と企画展の開催～

［会 期］

第1期 平成25(2013)年4月20日(土)～4月30日(火)

第2期 〃 5月11日(土)～6月2日(日)

特集

自
律
し
た
人
間
力
を
養
う
た
め
に



二
つ
目
は
「
学
生
の
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
す
る
」
こ
と
で

す
。な

ぜ
自
主
性
、主
体
性
を
尊
重
す
る
か
と
い
う
と
、

の
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
選
手
一
人
ひ

と
り
に
一
定
の
責
任
を
持
た
せ
て
、
自
ら
の
意
志
で
何
事
に
も
取

り
組
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
監

督
の
号
令
の
も
と
、
上
意
下
達
で
や
っ
て
い
く
よ
う
な
環
境
で
は

人
間
力
の
育
成
は
お
ぼ
つ
き
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
「
文
武
両
道
、
文
武
合
一
を
追
求
す
る
」
こ
と
で
す
。

「
文
武
合
一
」
と
い
う
の
は
、
元
筑
波
大
学
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

監
督
の
大
西
先
生
の
言
葉
で
す
。
筑
波
大
学
の
体
育
専
門
学
群
で

は
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま
す
が
「
研
究
し
た
こ
と

を
実
践
の
場
で
や
っ
て
み
る
、
そ
し
て
実
践
の
場
で
出
て
き
た
問

題
点
を
研
究
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
研
究
と
実
践
が
合
一
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

だ
か
ら
筑
波
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
普
段
や
っ
て
い
る
活
動

が
い
つ
も
研
究
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

四
つ
目
は
「
大
学
の
授
業
優
先
」
で
す
。

筑
波
大
学
で
は
、
ま
ず
「
よ
き
学
生
で
あ
れ
」
と
い
う
考
え
で

や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
練
習
も
放
課
後
と
い
う
よ
り
夜
に
な

っ
て
か
ら
や
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
授
業
優
先
と
い
っ
て
も
、

日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
よ
う
な
選
手
は
合
宿
に
次
ぐ
合
宿
の
連
続

で
、
授
業
に
出
ら
れ
な
い
た
め
に
単
位
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
新
た
な
悩
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
つ
目
は
「
進
取
の
気
性
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

筑
波
大
学
で
は
、
１
９
７
９
年
か
ら
２
年
間
、
ジ
ム
・
グ
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
と
い
う
外
国
人
の
著
名
な
コ
ー
チ
を
招
聘
し
ま
し
た
。

彼
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
は
「
勝
つ
た
め
に
は
な
に
を
す
べ
き
か

を
い
つ
も
考
え
、
勇
気
を
も
っ
て
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

し
、
外
部
の
人
も
筑
波
大
学
は
指

導
者
を
養
成
す
る
と
こ
ろ
だ
と
い

う
目
で
見
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
「
ラ
グ
ビ
ー
精
神
を
重

視
す
る
」
と
い
う
東
京
高
等
師
範

以
来
の
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
伝
統
を

し
っ
か
り
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

て
い
く
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

の
ポ
リ
シ
ー
と
な
り
、
新
し
い
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
ラ
ー
筑
波
」
か
ら
の
脱
皮

こ
れ
ま
で
の
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
ラ

ー
」
と
い
う
評
を
も
ら
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
筑
波
大
学

は
、
し
ば
し
ば
下
馬
評
を
覆
す
よ
う
な
勝
利
を
挙
げ
て
き
た
か
ら

で
す
。

例
え
ば
、
前
年
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
大

東
文
化
大
学
に
勝
っ
た
。
50
連
勝
し
て
い
た
明
治
大
学
に
も
勝
っ

た
。
関
西
の
雄
の
同
志
社
大
学
に
も
勝
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
試

合
で
は
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
だ
か

ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
ラ
ー
か
ら
の
脱
皮
が
私
た
ち
の
課
題
で
も
あ

り
ま
し
た
。

つ
い
に
正
月
の
国
立
競
技
場
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ

正
月
の
国
立
競
技
場
と
い
う
の
は
、
大
学
ラ
グ
ビ
ー
に
と
っ
て

特
別
の
場
所
で
、
こ
こ
で
試
合
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
ス

テ
イ
タ
ス
に
な
り
ま
す
。
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
正
月
の
国
立
に
は
７
度
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
い

つ
も
跳
ね
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
１
月
、
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
つ
い
に
正
月

の
国
立
の
壁
を
突
破
し
、
今
年
は
決
勝
戦
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

で
は
、
こ
こ
か
ら
は
古
川
監
督
に
、
筑
波
大
学
の
前
に
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
た
壁
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
超
え
て
い
っ
た
の
か
を
話

し
て
も
ら
い
ま
す
。

〔
古
川
拓
生
さ
ん
の

講
演
要
旨
〕

な
ぜ
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
強
く
な
れ
た
か

そ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、「
い
い
選
手
が
い
て
、
い
い
環

境
が
あ
っ
て
、
い
い
練
習
が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
い

い
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
・
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選
手
た
ち

い
ま
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
よ

う
な
選
手
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
チ
ー
ム
で
は
、
15

人
制
日
本
代
表
が
２
名
、
代
表
候
補
が
２
名
、
ユ
ー
ス
レ
ベ
ル

の
日
本
代
表
は
候
補
を
含
め
て
16
名
、
さ
ら
に
７
人
制
日
本
代

表
も
２
名
が
名
を
連
ね
る
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
選
手
の
中
に
は
、
推
薦
で
入
っ
て
き
た
学
生
だ
け

で
な
く
、
一
般
入
試
で
入
っ
て
き
た
学
生
も
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
「
ど
う
し
て
も
筑
波
で
ラ
グ
ビ
ー
を
」
と
言
っ
て
、
浪
人
し

て
入
試
を
突
破
し
て
き
た
学
生
も
い
ま
す
。
実
際
、
部
員
の
４

割
弱
を
浪
人
生
が
占
め
て
い
ま
す
。

浪
人
生
は
一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
か
ら
、
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー

が
で
き
る
の
は
夏
合
宿
を
過
ぎ
た
９
月
あ
た
り
か
ら
と
な
り
ま

す
。
た
だ
私
は
、
こ
の
こ
と
が
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
と
っ

て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

難
し
い
入
試
を
突
破
す
る
に
は
、
学
業
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
浪
人
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、「
な
ぜ
自
分

は
筑
波
に
行
き
た
い
の
か
」「
な
ぜ
自
分
は
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
う
え
で
、
相
当
の
覚
悟

を
も
っ
て
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
目
指
し
て
く
る
か
ら
で
す
。

こ
の
様
な
学
生
は
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て
、
選
手
と
し
て

も
人
間
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

二
・
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
取
り
巻
く
環
境

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た

筑
波
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
５
年
前
ま
で
土
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
し
た
。
雨
が
降
る
と
練
習
が
で
き
な
い
、
晴
れ
て
い
て
も

埃
が
た
つ
の
で
転
げ
ま
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
状
態

で
し
た
。

そ
れ
が
平
成
21
年
４
月
に
、
天
然
芝
と
一
部
人
工
芝
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
改
修
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
タ
ク
ト
プ
レ
ー
な
ど
の

練
習
を
計
画
的
に
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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②
大
学
院
生
が
コ
ー
チ
に
な
る

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
大
学
院
生
が
コ
ー
チ
と
な
り
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
大

学
に
は
な
い
筑
波
大
学
の
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
体
制
は
、

将
来
指
導
者
に
な
っ
て
い
く
大
学
院
生
に
と
っ
て
も
、
本
当
の

意
味
で
の
実
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
ラ
グ
ビ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
情
報
を
共
有
で
き
る

15
人
制
、
Ｕ
20
、
７
人
制
の
い
ず
れ
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
も
、

ア
ナ
リ
ス
ト
は
す
べ
て
筑
波
大
学
の
卒
業
生
が
務
め
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
ア
ナ
リ
ス
ト
は
最
先
端
の
情
報
を
持
っ
て

い
ま
す
の
で
、
彼
ら
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
戦
術
や
練
習

方
法
の
研
究
と
実
践
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

三
・
練
習
で
は
発
想
の
転
換
を
し
た

私
は
、
監
督
に
な
っ
た
時
、
過
去
の
戦
績
を
分
析
し
、
ど
う

し
た
ら
欠
点
を
少
な
く
で
き
る
か
考
え
、「
タ
ッ
ク
ル
を
い
か

に
決
め
る
か
」
と
か
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
ど
う
や
っ
て
高
め
て

い
く
か
」
と
い
う
こ
と
に
腐
心
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

る
時
、
ス
ク
ラ
ム
や
タ
ッ
ク
ル
が
ど
ん
な
に
強
く
て
も
、
守
り

の
時
間
が
長
く
な
る
と
、
ど
こ
か
で
ほ
こ
ろ
び
が
出
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
攻
め
の
時
間
、
ボ
ー
ル
を
持
つ
時

間
を
増
や
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
に
よ
っ
て
コ
ン
タ

ク
ト
プ
レ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
攻
め
の
時
間
も
増
加
し
、
連
続
ト
ラ
イ
に
よ
る

攻
撃
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
発
想
の

転
換
は
、
こ
れ
ま
で
の
チ
ー
ム
づ
く
り
の
柱
と
し
て
い
た
、
組

織
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
さ
ら
な
る
安
定
に
も
つ
な
が
り
、
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
か
ら
ト
ラ
イ
を
と
っ
て
い
く
と
い
う
現
在
の
筑
波
の
ス

タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
こ
れ
か
ら

大
学
日
本
一
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
大
き

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
そ
れ

は
単
な
る
４
年
間
の
区
切
り
で
し
か
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
ラ

グ
ビ
ー
を
通
じ
て
、
自
分
を
見
つ
め
、
そ
の
先
の
自
分
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
卒
業
生
の
多
く
は
教
育
界
で
指
導

的
な
立
場
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
教
職
や
一
般
企
業

に
就
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
社
会
人
ラ
グ
ビ

ー
に
進
む
選
手
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
筑
波
大
学
の
ラ
グ

ビ
ー
部
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
た
ち
は
、
皆
、
ど
の
よ
う
な
場
に

あ
っ
て
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
役
割
は
、
こ
れ
か
ら
も
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ

ー
部
の
よ
き
伝
統
を
継
承
し
、
ラ
グ
ビ
ー
精
神
を
備
え
た
す
ぐ
れ

た
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
展
へ
の
来
場
者
の
声
か
ら
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

第
一
期
が
４
月
20
日
〜
30
日
、
第
二
期
が
５
月
11
日
〜
６
月
２

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
軌
跡
展
」
に
は
、

連
日
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
見
学
者
の
中
で
特
に
印
象

に
残
っ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

④
月

日

名
方
幸
彦
さ
ん
（

京
区
に
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク

ー
ル
Ｂ
Ｒ
Ｓ＝

京
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
代
表
）

都
内
に
は
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
が
25

ほ
ど
あ
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｓ
は
数
年
前
に
立
ち
あ
げ
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
で
、
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
児
童
が
数
多
く
参
加
し
て
い
る

と
の
こ
と
。「
最
近
は
ラ
グ
ビ
ー
人
口
が
減
少
気
味
な
の
で
、
児
童

の
こ
ろ
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
ま
せ
る
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
を

数
多
く
設
立
し
て
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
筑
波
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
の
活
躍
は
大
い
に
刺
激
を
う
け
て
い
ま
す
」
と
名
方
さ
ん

は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

④
月

日

山
田
研
也
さ
ん
（
筑
波
大
学
附
属
高
校
教
諭
）

附
属
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
顧
問
と
し
て
、
筑
波
大
学
や
茗
溪

学
園
の
活
躍
を
大
変
喜
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
附
属
高
校
ラ
グ
ビ

ー
部
は
昨
年
は
15
人
以
上
の
部
員
が
い
ま
し
た
が
、
３
年
生
が
卒

業
し
た
現
在
、
新
入
部
員
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、「
今
年
は
公

式
戦
に
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
近

く
の
高
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
」
と
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

附
属
高
校
に
は
毎
年
多
く
の
筑
波
大
学
の
学
生
が
教
育
実
習

に
や
っ
て
来
ま
す
が
、
昨
年
ラ
グ
ビ
ー
部
で
大
活
躍
し
て
、
今
年

大
学
院
に
進
学
し
た
山
下
昻
選
手
（
旭
野
高
校
出
身

ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
セ
ン
タ
ー
）も
こ
れ
か
ら
教
育
実
習
に
や
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。

「
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

⑤
月

日

大
川
智
弘
さ
ん
・
幸
枝
さ
ん

展
示
会
で
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
で
一
番
大
き
な
選
手
（
右
の

写
真

身
長

181
㎝
・
体
重

105
㎏
）
と
し
て
垂
れ
幕
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
大
川
創
太
郎
選
手
（
真
和
高
校
出
身

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
プ

ロ
ッ
プ
）
の
ご
両
親
。
熱
心
に
見
学
さ
れ
、
最
後
に
「
息
子
の
垂

れ
幕
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
希
望
さ
れ
た
の
で
、
展

示
の
責
任
者
で
あ
る
守
屋
正
彦
理
事
に
相
談
し
て
企
画
展
が
終

わ
っ
た
あ
と
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

⑤
月

日

大
久
保
久
美
子
さ
ん

都
立
小
石
川
高
校
出
身
の
ご
子
息
は
高
校
時
代
か
ら
ラ
グ
ビ

ー
を
始
め
て
、
筑
波
大
学
情
報
学
群
に
進
学
後
も
４
年
間
ラ
グ
ビ

ー
部
に
所
属
し
、
今
年
卒
業
し
て
筑
波
地
区
の
Ｉ
Ｔ
関
係
の
会
社

に
就
職
し
た
と
の
こ
と
。
お
母
さ
ん
は
「
息
子
は
体
が
大
き
い
わ

け
で
も
な
く
、足
が
特
別
早
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
公
式

戦
に
は
一
度
も
出
な
か
っ
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
４
年
間
の
生

活
が
息
子
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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第
二
期
の
開
幕

の
第
二
期
は
、
５
月
11
日
、
茗
渓

会
館
２
階
ホ
ー
ル
「
茗
渓
の
間
」
に
参
加
者
を
迎
え
て
、
基
調
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
始
ま
り
ま
し
た
。

は
、
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
や
日
本
ラ
グ
ビ
ー

協
会
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
の

理
事
長
を
務
め
る
江
田
昌
佑
さ
ん
に
、

と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た

、

「
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
決
ま
っ
た

こ
と
」
や
「
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
プ
ロ
契
約
の
動
き
」
な
ど
、
わ
が

国
の
ラ
グ
ビ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今

日
、

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
伊
與
田
康
雄
さ
ん
の
司
会
で
４
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演

「
変
革
へ
の
道
の
り
」

要
旨
）

（この歌詞の中で、「筑波筑波ラグビー」のところは東京教育大

学時代までは「文理文理ラグビー」と歌っていました。）

註・文理＝東京高等師範学校と併設されていた東京文理科大学

に所以する。

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
発
祥

筑
波
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
「
部
歌
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
歌
を
つ
く
っ
た
の
は
、
東
京
高
等
師
範
の
体
育
科
の
卒
業

生
で
柔
道
家
の
工
藤
一
三
さ
ん
で
す
。
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
魂
を
揺
さ

ぶ
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
歌
詞
で
、
私
た
ち
が
仲
間
と
こ
の
部
歌

を
歌
う
と
き
、
い
ま
で
も
心
が
と
き
め
き
ま
す
。

工
藤
一
三
さ
ん
と
い
う
人
は
、
柔
道
家
で
し
た
が
、
草
創
期
の

頃
か
ら
ず
っ
と
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
草
創
期
の
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
を
語
る
と
き
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
人
に
も
う
一
人
、
岡
本
平
太
さ
ん
が
い
ま
す
。
こ
の
方

も
東
京
高
等
師
範
の
卒
業
生
で
柔
道
家
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学

か
ら
戻
っ
た
時
に
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
持
ち
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
に
つ

い
て
も
柔
道
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
文
献
を
あ
さ
り
辞
書

を
片
手
に
原
書
を
翻
訳
し
、
一
か
ら
実
践
を
し
な
が
ら
、
ラ
グ
ビ

ー
を
一
歩
一
歩
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
草
創
期
の
先
輩
た
ち
の
努
力
が
、
今
日
の
茗
渓
ラ
グ

ビ
ー
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
い
ま
の
学
生

の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
こ
う
い
う
話
を
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

さ
ん

茗
渓
会
理
事
長

世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
の
大
変
革

世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
の
変
革
は
英
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。

１
９
７
１
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
100
年
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
100
年
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
若
い

ラ
ガ
ー
マ
ン
た
ち
が
、
英
国
の
ラ
グ
ビ
ー
の
栄
光
を
再
び
取
り
戻

そ
う
と
改
革
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
英
国
は
ラ
グ
ビ
ー
の
発
祥
の
地
で
す
が
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
し
て
南
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
、
ラ
グ
ビ
ー
で
は
後
発
の
国
々
に
後
れ
を
と
り
、
勝
て
な
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

１
９
５
５
年
に
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
い
う
全
英
の

代
表
チ
ー
ム
が
南
ア
フ
リ
カ
に
遠
征
し
た
時
も
勝
て
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
南
ア
遠
征
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、
若
い
ラ
ガ
ー
マ
ン
た

ち
は
自
分
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
を
改
革
し
よ
う
と
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
時
の
遠
征
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
が
、
後
に
筑
波
大
学

が
招
聘
し
た
ジ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
で
す
が
、
彼
は
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
「
新
し
い
ラ
グ
ビ
ー
理
論
の
構
築
」「
技
術
的
な
研
究
」

「
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
研
究
」「
指
導
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
」
な
ど

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
研
究
し
、

頑
迷
固
陋
な
長
老
た
ち
を
説
得
し
、
英
国
の
ラ
グ
ビ
ー
を
改
革
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
英
国
の
ラ
グ
ビ
ー
改
革
が

も
と
に
な
り
、「
現
代
ラ
グ
ビ
ー
」
が
構
築
さ
れ
、
世
界
に
広
が
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
最
近
の
英
国
の
ラ
グ
ビ
ー
改
革
の
動
き
で
強
調
し

て
お
き
た
い
の
は
、
子
ど
も
の
ラ
グ
ビ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真

剣
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
人
の
ス
モ
ー
ル
が
子
ど
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
と
子
ど

も
は
体
力
も
能
力
も
違
い
ま
す
か
ら
、
子
ど
も
に
は
子
ど
も
の
ラ

グ
ビ
ー
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
英
国
で
は
、
子
ど
も
の
た
め
の

ラ
グ
ビ
ー
の
あ
り
方
を
研
究
し
、
指
導
書
も
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

わ
が
国
の
小
・
中
・
高
校
生
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
対
応

ス
ポ
ー
ツ
医
学
や
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
が
発
達
し
、
わ
が
国
で
も
、

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
ラ
グ
ビ
ー
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
私
が
責
任
者
に
な
っ
て
全
国
か
ら
20
人
の
有

ラ
グ
ビ
ー
部

部
歌

作
詩

工
藤
一
三
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パ
ネ
リ
ス
ト

中
川

昭
さ
ん

（
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長
）

辻

高
志
さ
ん（

元

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
）

前
田

嘉
昭
さ
ん（

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
長
）

田
村

一
博
さ
ん

（
ラ
グ
ビ
ー
マ
ガ
ジ
ン
編
集
長
）

司

会

伊
與
田
康
雄
さ
ん

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

助

言

江
田

昌
佑
さ
ん

（
基
調
講
演
者
）

識
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
研
究
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
小
学
生
期
の
ラ
グ
ビ
ー
は
英
国
の
方
式
が
一
番
い
い

と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
、「
９
人
制
の
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
」
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
期
の
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
の
中
に
自
分
の

考
え
方
や
指
導
方
法
に
こ
だ
わ
る
方
が
多
く
、
意
識
改
革
し
て
も

ら
う
の
に
３
年
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
世
界
初
の
「
12
人
制
の
ジ

ュ
ニ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー
」
と
い
う
方
式
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

高
校
生
期
の
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
の
で
、
わ
が
国
も
そ
の
方
式
で
や
っ
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
の
ラ
グ
ビ
ー
発
祥

大
学
が
移
転
し
た
頃
の
つ
く
ば
の
地
は
何
も
な
い
荒
野
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
し
た
。
将
来
は
30
万
人
の
文
化
都
市
に
な
る
と
い
う

構
想
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
何
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
地

に
生
活
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
築
こ
う
と
皆
で

考
え
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
で
き
た
の
が
「
ツ
ク
バ

リ
ア
ン
」
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
名
前
は
、
全
英
国
の
伝
統
あ
る
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
名
称
の
「
バ
ー
バ
リ
ア
ン
」
を
も
じ
っ
て
つ
け
ま

し
た
。

つ
く
ば
の
地
の
ラ
グ
ビ
ー
で
、
も
う
一
つ
特
筆
し
て
お
き
た
い

の
は
茗
溪
学
園
の
校
技
が
ラ
グ
ビ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

茗
溪
学
園
は
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
学
校
を

め
ざ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
校
技
は
ラ

グ
ビ
ー
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
茗
溪
学

園
は
全
国
で
も
有
数
の
強
豪
校
に
育
ち
、
自
由
奔
放
で
ユ
ニ
ー
ク

な
ラ
グ
ビ
ー
を
展
開
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
全
国

大
会
で
３
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

紳
士
は
常
に
そ
の
立
場
で
責
務
を
果
た
せ

ラ
グ
ビ
ー
の
発
祥
地
の
英
国
で
も
、
い
ま
や
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
の
陰
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
140
年
に
わ
た
っ

て
世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
を
先
導
し
て
き
た
英
国
で
す
か
ら
、
そ
の
理

念
の
根
底
に
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
ノ
ブ
リ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
と
共
通

す
る
考
え
方
で
す
。
つ
ま
り
こ
の
言
葉
は
「
紳
士
は
常
に
そ
の
立

場
で
の
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
人
間
と

し
て
の
生
き
方
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
す
。

わ
が
国
の
ラ
グ
ビ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
時
代
と

と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
私
の
話
の
ま
と
め
の
言
葉
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

― ―14



― ―15

話
し
た
い
。
ラ
グ
ビ
ー
の
強
い
大
学
は
、
例
え
ば
、
早
稲
田
だ

っ
た
ら
〞
揺
さ
ぶ
り
〝、
明
治
だ
っ
た
ら
〞
フ
ォ
ワ
ー
ド
〝、
慶

應
だ
っ
た
ら
〞
タ
ッ
ク
ル
〝
と
い
う
よ
う
な
カ
ラ
ー
が
見
え
て

い
た
の
で
す
が
、
筑
波
の
場
合
は
そ
う
い
う
カ
ラ
ー
が
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
を
取
材
す
る
と
、

「
筑
波
の
伝
統
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
な
ん
だ
」と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
筑
波
の
選
手
は
体
が
大
き
く
な
い
。
だ
か
ら
常
に

タ
ッ
ク
ル
か
ら
仕
掛
け
て
い
く
と
い
う
伝
統
も
あ
る
」
と
い
う

こ
と
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
他
の
大
学
と
は
違
う
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
そ
う

い
う
特
色
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
最
近
、
筑
波
大
学
に
行
き
た
い
と
い
う
有
望
な

高
校
生
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
取
材
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
一
番
の
理
由
は
「
寮
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
「
楽
を
し
た
い
か
ら
で
は
な
い
か
」

と
勘
繰
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
答
え
は
、「
楽
を
す

る
た
め
に
筑
波
に
来
た
の
で
は
な
い
。
人
間
は
一
人
で
考
え
る

時
間
が
必
要
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
は
そ
れ
を
求
め
て
筑
波
に
来

た
ん
だ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
去
年
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の
内
田
君
も
、「
筑
波
大
学
の
ラ

グ
ビ
ー
部
の
生
活
は
普
通
の
公
立
高
校
と
同
じ
で
、
部
活
動
を

し
て
か
ら
家
に
帰
り
、
自
分
の
部
屋
で
勉
強
し
、
ま
た
翌
日
、

授
業
が
終
わ
っ
た
後
に
部
活
動
を
す
る
と
い
う
の
が
普
段
の
生

活
で
す
。
筑
波
が
全
国
の
ト
ッ
プ
を
競
っ
て
い
る
姿
に
共
感
し

て
筑
波
を
め
ざ
す
高
校
生
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
田

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長
と
し
て
は
、

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田
村

私
は
ラ
グ
ビ
ー
を
取
材

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
筑
波
大

学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
つ
い
て
お

田
村
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
い
ま
ほ
ど
「
筑
波

大
学
に
入
り
た
い
。
筑
波
大
学
で
ラ
グ
ビ
ー
を
や
り
た
い
」
と

い
う
高
校
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
、
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
躍
と
ラ
グ
ビ
ー
に
取
り

組
む
姿
勢
に
多
く
の
高
校
生
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
結
果
だ
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
こ
れ
だ
け

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
大
学
の
強
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
か
つ
て
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
し

た
が
、
い
ま
は
天
然
芝
と
一
部
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
い
い
環
境
が
用
意

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
チ
ー
ム
が
強
く
な
れ
た
要
因
の
一
つ
だ

ろ
う
と
見
て
い
ま
す
。

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
に
な
っ
た

伊
與
田

次
に
、
７
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
が
２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
動
き
を
ど
う
受
け
と
め
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
に
は
15
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
が
、
１
９
０
０
年
の
パ
リ
大

会
、
１
９
０
８
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
、
１
９
２
０
年
の
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
大
会
、
そ
し
て
１
９
２
４
年
の
パ
リ
大
会
と
４
度
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
す
っ
か
り
途

絶
え
て
い
て
、
今
度
は
７
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
取
材
を
さ
れ
た
田
村
さ
ん
か

ら
裏
話
を
含
め
て
お
話
く
だ
さ
い
。 昨

年
度
の
準
優
勝
、
そ
の
前

の
年
度
の
ベ
ス
ト
４
と
い
う

活
躍
を
本
当
に
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

私
は
長
年
、
高
校
ラ
グ
ビ

ー
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

伊
與
田

ま
ず
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
は
筑
波

大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
か
ら
話
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
躍
を
振
り
返
る

辻

私
は
早
稲
田
大
学
の
監
督
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
対
戦
相

手
と
し
て
筑
波
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
を
ど
う
見
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
。

筑
波
大
学
の
印
象
は
「
と
て
も
勤
勉
な
チ
ー
ム
だ
な
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
教
育
者
を
め
ざ
し
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
学

校
の
カ
ラ
ー
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
対
戦
す
る
前
に
私
た
ち

の
す
べ
て
を
分
析
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
し
か
も
そ
う
い
う
分
析
が
、
一
部
の
選
手
だ
け
で
な
く
チ

ー
ム
全
体
に
い
き
わ
た
っ
て
い
て
、
早
稲
田
の
弱
い
と
こ
ろ
を

一
丸
と
な
っ
て
突
い
て
く
る
、
そ
う
い
う
チ
ー
ム
だ
と
見
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
筑
波
は
こ
う
分
析
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

ら
逆
手
を
と
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
自
分

た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。（
笑

い
）

中
川

辻
さ
ん
の
お
話
に
お
答
え
す
る
形
で
お
話
し
て
み
た
い
。

私
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

強
い
相
手
に
立
ち
向
か
う
と
き
の
弱
者
の
論
理
で
や
っ
て
き
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
ど
ん
な
相
手
で
あ
っ
て
も
必
ず
勝
つ

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
は
ず
だ
」「
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
考
え
、
そ

の
た
め
に
相
手
チ
ー
ム
の
分
析
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
ラ
グ
ビ

ー
文
化
を
継
承
し
て
き
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
強
く
な
り
無
敵
に
な
れ
ば
、
筑
波
の
ラ
グ
ビ
ー

も
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
い
ま
は
、「
ど
ん
な

に
体
力
に
勝
る
強
い
相
手
で
あ
っ
て
も
、
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
を
見

い
出
す
、
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
に
、
相
手
チ
ー
ム
を

徹
底
分
析
す
る
」
と
い
う
筑
波
な
ら
で
は
の
ラ
グ
ビ
ー
を
、
大



増
え
て
き
て
、
私
た
ち
も
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
筑
波
大
学
は
東
日
本
の

大
会
で
、
去
年
、
今
年
と
２
連
覇
い
た
し
ま
し
た
。

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん
に
な
れ
ば
、
ラ
グ
ビ
ー
を

わ
が
国
の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

辻

わ
が
国
の
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

と
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
に
人
材
の

確
保
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

私
は
い
ま
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
コ
ー
チ
を
し
て
い
ま

す
が
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
選
手
を
７
人
制
の
専
門
の
選
手
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
て
も
な
か
な
か
イ
エ
ス
と
は
言

え
な
い
。

ラ
グ
ビ
ー
は
ど
う
し
て
も
15
人
制
あ
っ
て
の
７
人
制
と
い
う

印
象
が
強
く
、
15
人
制
の
チ
ー
ム
編
成
を
第
一
に
考
え
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
が
活
躍
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
人
材
の
確
保
が

鍵
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

前
田

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
と
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
関
係
は
、
辻
さ

ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
ど
う
し
て
も

15
人
制
が
中
心
で
７
人
制
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
イ
ベ
ン
ト
的

に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
高
校
で
の
普
及
も
15

人
制
を
中
心
に
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、
20
年
前
は
所
属
チ
ー

ム
の
95
パ
ー
セ
ン
ト
が
15
人
制
の
大
会
に
参
加
で
き
て
い
た
の

に
最
近
は
60
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
し
か
15
人
制
の
チ
ー
ム
を
編

成
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
来
年
度
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
校
が
、
母

校
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
参
加
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
、

47
都
道
府
県
の
代
表
各
１
チ
ー
ム
と
も
う
１
校
加
え
て
16
チ
ー

ム
ず
つ
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
グ
戦
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
や
っ
て
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

た
だ
、
女
子
の
方
は
普
及
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

江
田

わ
が
国
で
も
７
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
は
戦
前
か
ら
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
に
入
り
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
わ
が
国
の
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
に
大
き
な
貢
献
を

し
た
香
山
蕃
さ
ん
と
い
う
方
が
、
セ
ブ
ン
ア
サ
イ
ド（sev

en a
 

sid
e

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
）
を
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
補
強
競
技
と

し
て
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
や
る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
て
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
中
川
さ
ん
か
ら
、
筑
波
大
学
で
も
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
７
人
制
ラ

グ
ビ
ー
は
個
人
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
は
極
め
て
有
効
な

ん
で
す
。
15
人
制
と
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
や
り
ま
す
か
ら
、
脚
力

も
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
判
断
能
力
も
セ
ン
ス
も

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
た
め
に
、
15
人
制
と

７
人
制
を
分
け
て
、
戦
略
的
に
人
材
を
育
て
て
い
く
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
基
本

的
な
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
は
、
７
人
制
は
悪
く
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
化
の
動
き
の
中
で
、

大
学
ラ
グ
ビ
ー
を
ど
う
考
え
る
か

伊
與
田

わ
が
国
で
も
、
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
で
は
外
国
人
選
手
だ

け
で
な
く
日
本
人
選
手
の
中
に
も
プ
ロ
契
約
す
る
選
手
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
化
の
動
き
を
私
た
ち
は
ど
う
受
け
と
め
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

辻

世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
は
プ
ロ
化
が
進
ん
で
い
て
、
わ
が
国
で
も

そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
形
で
10
年
ほ
ど
前
か
ら
プ
ロ
契
約

す
る
日
本
人
選
手
が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
で
も
最
近
は
少

し
落
ち
着
い
て
き
て
、
ピ
ー
ク
の
時
と
比
べ
る
と
日
本
人
選
手

の
プ
ロ
化
は
半
分
以
下
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
は
企
業
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
育
ち
、
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
企
業
で
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
る
人

間
に
と
っ
て
は
、
企
業
の
社
員
と
し
て
、
企
業
の
選
手
と
し
て

戦
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
、

強
い
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
社
会
的
な
ス
テ

イ
タ
ス
に
な
り
ま
す
し
、
ま
た
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間

が
選
手
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
会
社
全
体
で
応
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
社
員
の
志
気
も
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
か
ら
で
す
。

校
生
や
大
学
生
の
レ
ベ
ル
で

７
人
制
が
も
っ
と
盛
ん
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。い

ま
、
大
学
レ
ベ
ル
で
も

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
大
会
が

田
村

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
る
た
め
に
は
、
男
女
両
方
が
で

き
る
競
技
で
あ
る
こ
と
と
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
国
や
地
域
で

や
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま

す
。
15
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
で
す
と
世
界
で
も
強
い
と
こ
ろ
は
決

ま
っ
て
い
て
、
メ
ダ
ル
の
行
方
は
見
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
で
す
と
フ
ィ
ジ
ー
や
サ
モ
ア
の
よ
う
な
他
の
ス

ポ
ー
ツ
は
弱
い
国
で
も
メ
ダ
ル
の
可
能
性
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
を
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
い
と

い
う
Ｉ
Ｒ
Ｂ
（
国
際
ラ
グ
ビ
ー
評
議
会
）
の
思
惑
も
あ
っ
て
、

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
は
試
合
時
間
が
短
い
の
で
、

１
日
に
何
試
合
も
で
き
ま
す
か
ら
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
結

果
が
出
せ
る
と
い
う
こ
と
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
決
ま
っ

た
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
と
見
て
い
ま
す
。

い
ま
ア
ジ
ア
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
７
人
制
ラ
グ
ビ

ー
だ
け
に
特
化
し
て
選
手
強
化
を
し
よ
う
と
い
う
国
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
と
し
て
は
７
人
制
だ
け
を

強
化
す
る
の
は
よ
く
な
い
の
で
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
も
強
化
し
て

ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

中
川

私
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま
多
く

の
高
校
で
は
15
人
の
選
手
が
な
か
な
か
集
め
ら
れ
な
い
と
い
う

状
況
に
あ
り
、
そ
れ
が
７
人
で
チ
ー
ム
を
編
成
で
き
て
、
数
多

く
の
高
校
生
が
ラ
グ
ビ
ー
を
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
も
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

そ
れ
と
、
７
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
は
一
人
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス

が
広
い
の
で
、
選
手
の
競
技
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
15
人
制

ラ
グ
ビ
ー
よ
り
も
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
高
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位
を
与
え
て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
や
り
方
を
続
け
て
い
っ
て
い
い
の
か
、

そ
れ
と
も
き
ち
っ
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
大
学
生
も
プ

ロ
化
の
流
れ
に
入
れ
て
い
く
の
か
が
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

前
田

Ｕ
18
の
大
会
に
は
高
校
生
も
出
場
し
ま
す
が
、
高
校
生
の

場
合
も
、
わ
が
国
の
強
化
シ
ス
テ
ム
と
学
業
と
の
両
立
は
な
か

な
か
相
い
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
で
も
、
強
い
代
表
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
学

業
と
強
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
村

２
０
０
７
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
っ
た

年
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
を
紹
介

し
た
い
の
で
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
企
業
の
チ
ー
ム
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
プ
ロ
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
グ
ビ
ー
で
就
職
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
、
選
手
と
し
て

の
生
活
が
終
わ
る
と
社
員
と
し
て
残
れ
る
。
こ
れ
は
海
外
か
ら

見
た
ら
一
番
い
い
保
障
の
あ
る
プ
ロ
だ
よ
」
と
い
う
の
で
す
。

た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
が
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
シ

ス
テ
ム
は
世
界
で
も
最
も
良
い
形
の
プ
ロ
化
で
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

先
程
、
中
川
さ
ん
も
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
の
選
手
は
オ
フ
の
時
に
は
し
っ
か
り
仕
事
を
し
ま
す
し
、
精

神
的
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

た
だ
世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、
１
９
９
５
年
に
Ｉ
Ｒ
Ｂ
が
、「
プ

レ
ー
に
対
し
て
お
金
を
も
ら
っ
て
も
い
い
」
と
決
め
た
時
か
ら

プ
ロ
化
が
進
ん
で
い
て
、
昔
の
よ
う
に
別
の
職
業
を
持
つ
選
手

は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
り
、
選
手
を
や

め
た
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
て
、
そ
の
た
め
の
能
力
を
開
発
し

た
り
、
学
校
へ
行
っ
て
資
格
を
取
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
文
化
の
ち
が
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
川

さ
ん
や
前
田
さ
ん
の
話
に
あ
っ
た
「
学
業
と
の
両
立
」
の
問
題

を
考
え
る
時
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

伊
與
田

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
の
プ
ロ
化
が
進
ん
で

い
く
中
で
、「
大
学
ラ
グ
ビ

ー
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
川

こ
の
こ
と
を
考
え
る
時

に
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ

れ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
ス
ポ
ー

ツ
は
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
（
全
米
大
学

競
技
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
と
い

う
組
織
が
仕
切
っ
て
い
ま
す

が
、
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
基
本
姿
勢

は
、
ま
さ
に
文
武
両
道
で
す
。

例
え
ば
、
練
習
も
週
に
何
時

な
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
プ
ロ
と
し
て
成
功
し
た
日

本
人
選
手
は
ま
だ
い
ま
せ
ん
し
、
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
わ
が
国
の
ラ
グ
ビ
ー
の
現
状
を
見
る
と

学
生
に
は
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
奨
め
よ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

中
川

い
ま
辻
さ
ん
か
ら
、
企
業
に
支
え
ら
れ
て
わ
が
国
の
ラ
グ

ビ
ー
は
成
り
立
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
、

企
業
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国

の
ス
ポ
ー
ツ
の
良
い
あ
り
方
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
は
、
外
国
人
と
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

を
し
た
時
、「
選
手
生
活
が
終
わ
っ
た
後
も
企
業
で
働
け
る
。
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
は
な
い
」
と
驚
か
れ
、
羨
ま
し
が

ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
化
の
問
題
で
一
つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
学
生
が
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
場
合
の
あ
り

方
で
す
。
日
本
代
表
の
強
化
選
手
に
な
る
と
、
プ
ロ
化
と
い
う

か
、
日
本
協
会
か
ら
拘
束
さ
れ
て
強
化
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
世
界
で
戦
え
る
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
す
ま
す
そ
う
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
大
学
生
が
入
っ
た
ら
ど
う
な
る
か

と
い
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
学
で
は
課
題
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

筑
波
大
学
で
は
、
今
年
２
人
の
学
生
が
日
本
代
表
と
し
て
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
ら
は
４
月
、
５
月
、
６
月
は
ず
っ

と
授
業
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
３
か
月
分
の
単
位
が

取
れ
な
い
と
留
年
す
る
こ
と
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
い
選
手
で
あ
れ
ば
、
次
の
年
に
も
同
じ
状
況
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
大
学
生
が
代
表
選
手
の
中
に
入
っ
て
い
く
時
の

学
業
と
の
関
係
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
大
学
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
も
ら
っ
て
単

そ
れ
か
ら
、
私
は
最
近
ま

で
早
稲
田
の
監
督
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
企
業
か

ら
の
派
遣
の
形
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。

学
生
の
中
に
は
、
プ
ロ
に

間
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
成
績
も
何
単
位
以
上
と
っ

て
い
な
い
と
試
合
に
出
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
決
ま
り
を
ち
ゃ
ん
と
ま
も
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
も
あ
る
の
で
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、〞
授
業
に
出
ら
れ
な
い
時
間
帯
に
練
習

を
す
る
〝〞
ラ
グ
ビ
ー
の
た
め
だ
け
に
日
本
に
来
て
い
る
外
国

人
の
選
手
が
い
る
〝〞
多
額
の
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い
る
選
手

が
い
る
〝
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
的
な
チ
ー
ム
が
あ
る
と
い
う
こ

と
も
事
実
で
す
。

ど
こ
か
で
、
当
事
者
自
身
が
立
ち
止
ま
っ
て
、「
大
学
ラ
グ
ビ

ー
は
ど
こ
を
め
ざ
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
、

こ
れ
か
ら
の
方
向
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の

理
念
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
ど
も
筑
波
大
学
で
は
、
そ
こ
を
見
失
わ
な
い
よ
う

に
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
王
道
を
め
ざ
そ
う
」
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
ラ
グ
ビ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

辻

私
も
中
川
さ
ん
と
ま
っ
た
く
同
じ
考
え
で
、「
大
学
ス
ポ
ー

ツ
は
教
育
の
場
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
早
稲
田
の
監
督

を
し
て
い
た
時
も
、
ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
て
い
る
よ
り
も
教
育
す

る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。
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私
は
、
早
稲
田
の
元
監
督
で
、
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
の
発
展
に

も
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
大
西
鉄
之
佑
さ
ん
の
意
思
を
強
く

受
け
止
め
て
い
る
一
人
で
す
が
、

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
の
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
的
な
チ
ー
ム
が
増

え
て
い
る
い
ま
、「
大
学
ラ
グ
ビ
ー
は
教
育
の
場
で
あ
り
人
格

を
磨
く
場
で
あ
る
」
と
い
う
大
西
さ
ん
の
言
葉
は
、
ま
す
ま
す

重
み
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
に
期
待
す
る
も
の

伊
與
田

こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
の
ラ
グ
ビ
ー
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
最
後
に
、「
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
に
何
を
期
待
す
る
か
」「
茗

渓
ラ
グ
ビ
ー
に
な
に
を
求
め
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
各
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
川

私
は
、
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
伝
統
を
守
り
、
新
し
い
時
代
の

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
事
者
で

す
の
で
決
意
表
明
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
先

ほ
ど
述
べ
た
「
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
王
道
を
め
ざ
す
」
と
い
う
姿

勢
を
貫
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
大
会
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
で

す
か
ら
、
王
道
を
め
ざ
す
と
同
時
に
、
強
い
チ
ー
ム
を
め
ざ
す

と
い
う
こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
茗
溪
学
園
と
一
緒
に
な
っ
て
、
日
本
の

ラ
グ
ビ
ー
に
新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
す
よ
う
な
新
し
い
こ
と
に

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
外
か
ら

見
え
る
よ
う
に
し
て
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
で
、
そ
し
て
大
学
ラ
グ

ビ
ー
で
、
存
在
感
の
あ
る
チ
ー
ム
と
し
て
輝
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
と
て
も
素
晴
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

辻

私
は
茗
溪
学
園
の
出
身
で
す
か
ら
、
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
に
育
て

ら
れ
た
一
人
で
す
。
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
の
は
、
ひ
ら
め
き

を
大
切
に
し
た
自
由
奔
放
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
私
は
そ

う
い
う
ラ
グ
ビ
ー
が
大
好
き
で
、
い
ま
で
も
「
茗
溪
学
園
の
ラ

グ
ビ
ー
は
変
わ
っ
て
い
る
よ
ね
」
と
い
わ
れ
る
と
う
れ
し
く
な

り
、
ま
た
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

い
ま
、
茗
溪
学
園
の
卒
業
生
の
中
か
ら
も
、
筑
波
大
学
に
進

ん
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
私

も
、
本
当
は
筑
波
大
学
に
行

き
た
か
っ
た
。
で
も
、
き
ょ

う
、
私
の
隣
に
座
っ
て
い
る

当
時
の
監
督
の
中
川
さ
ん
に

「
あ
な
た
は
い
ら
な
い
」と
言

わ
れ
た
の
で
、
早
稲
田
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。（
爆
笑
）

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
茗
渓
ラ
グ

ビ
ー
が
大
好
き
で
、
個
人
的

に
も
茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援

し
て
い
ま
す
の
で
、
筑
波
大

学
に
は
ぜ
ひ
日
本
一
を
と
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
拍
手
）

前
田

筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の

大
き
な
役
割
に
〞
人
材
の
育

成
〝
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
で
は
、
欧
米
の
よ
う
な
、
生

涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
が
ま
だ
少
な
い
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
し
て
、
元
気
な
時
だ
け
で

な
く
体
力
が
衰
え
て
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
材
を
育

て
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
村

中
川
さ
ん
の
決
意
表
明
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
筑
波
大
学

に
は
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

に
は
な
り
ま
し
た
が
、
戦
術
の
研
究
も
技
術
の
研
究
も
、
ま
た

練
習
方
法
や
指
導
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
一
部
の
国
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

筑
波
大
学
が
先
頭
に
た
っ
て
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て

の
「
実
践
と
結
び
つ
い
た
理
論
」
を
構
築
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
師
魂
理
才
」
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
!

江
田

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
一
番
の
役
割
は
人
材
の
育
成
で
す
。

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
88
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
多
く

の
人
材
を
育
て
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

筑
波
大
学
の
永
田
恭
介
新
学
長
が
、
就
任
に
あ
た
っ
て
、
筑

波
大
学
の
人
材
育
成
の
マ
イ
ン
ド
は
「
師
魂
理
才
」
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
。「
師
魂
理
才
」
と
は
「
親
や
先
生
の
よ
う
に
人
に
接

す
る
心
や
人
を
ま
と
め
る
力
を
も
ち
、
か
つ
合
理
的
に
問
題
を

解
決
す
る
才
能
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、

茗
渓
ラ
グ
ビ
ー
の
め
ざ
す
方
向
は
、
そ
う
い
う
「
師
魂
理
才
」

を
身
に
つ
け
た
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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東
京
都
内
の
茗
渓
会
員
が
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
で
、
登
録

会
員
数
１
３
、６
０
４
名
、
う
ち
正
会
員
は
４
、５
７
６
名
と
い
う

大
き
な
地
域
で
、
23
区
を
は
じ
め
と
す
る
28
の
地
域
支
部
と
三
つ

の
職
域
支
部
が
あ
り
ま
す
。

支
部
の
会
員
は
お
も
に
、
地
域
に
職
場
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
教
員
の
方
々

の
異
動
が
転
勤
に
伴
い
、
頻
繁
で
あ
る
こ
と
、
入
会
時
、
本
社
で

登
録
さ
れ
て
い
る
企
業
会
員
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ

た
特
色
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
員
の
方
々
は
、
支
部
を
横
断
す
る
形
で
、
校
長
職
の

会
、
茗
中
会
の
よ
う
に
、
階
層
別
の
有
力
な
会
を
い
く
つ
か
伝
統

的
に
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
気
楽
に
会
合
を
持
て
る
よ
う
な
細
分
化
さ
れ
た
地
域

の
支
部
と
広
域
の
階
層
ご
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
大
き
な
組
織
の

在
り
方
と
し
て
は
、
非
常
に
良
く
出
来
上
が
っ
た
も
の
だ
と
、
先

輩
が
た
の
慧
眼
に
感
服
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
、
勤
務
時
間
内
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
り
、
構
成

す
る
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
で
は
、
組
織
が
大
き
い
か

ら
故
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
伝
統
を
繫
い
で
い
る
現
在
の
支
部
体
制
は
そ
の
ま
ま

に
、
筑
波
大
学
卒
業
生
が
中
心
に
な
っ
て
〞
世
話
人
〝
と
な
り
、

事
務
作
業
に
は
本
部
事
務
局
が
協
力
し
、「
東
京
都
茗
渓
会
」
を
発

足
さ
せ
、
新
入
会
員
か
ら
フ
ェ
ロ
ー
会
員
ま
で
を
広
く
一
堂
に
会

せ
る
よ
う
な
機
会
を
造
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

現
在
、
都
内
の
各
支
部
、
既
存
の
横
断
的
な
多
く
の
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
今
秋
に
は
、
新
発
足
の
た
め
の
総
会
の
開
催
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
会
員
が
自
宅
が
周
辺
の
県

〜
他
の
地
域
〜
に
あ
る
た
め
に
勤
務
を
引
退
し
た
の
ち
は
、
最
終

の
所
属
支
部
ご
と
に
別
れ
、
あ
る
い
は
所
属
を
新
し
く
し
た
が
自

宅
の
あ
る
支
部
に
も
な
じ
み
が
少
な
い
と
い
う
前
身
校
出
身
の
方

に
、
筑
波
大
出
身
で
諸
先
輩
に
会
う
機
会
が
少
な
い
、
あ
る
い
は

同
窓
で
も
会
う
機
会
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
会
員
に
も
、
い
い

機
会
が
提
供
さ
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
以
前
に
「
マ
ス
コ
ミ
茗
渓
会
」
と
か
「
建
設
関
係
茗
渓

会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
と
の
話
を
聞
く
に
つ
け
、
多
く
の
企
業

の
活
動
拠
点
が
あ
る
東
京
で
こ
そ
、
教
職
以
外
の
方
も
参
加
す
る

機
会
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
「
東
京
都
茗
渓
会
」
が
、
そ

の
足
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
企
業
の
方
が
参
加

で
き
る
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
実
現
さ
せ
た
い
と
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
地
方
の
各
支
部
活
動
に
お
い
て
も
企
業
会
員
が

参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
〞
組
織
委
員
会
〝
で
は
、
会
員
の
た

め
の
活
動
が
第
一
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
会
員
以

外
の
卒
業
生
も
多
く
、
日
頃
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
各
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
会
や
ク
ラ
ス
会
と
も
連
携
を
と
れ
る
よ
う

な
「
茗
渓
会
」
の
姿
が
作
れ
な
い
か
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
今
回
「
東
京
都
茗
渓
会
」
に
本
部
事
務
局
が
協
力

す
る
こ
と
で
、
支
部
活
動
へ
の
支
援
が
で
き
れ
ば
、
今
後
、
い
ろ

ん
な
形
で
、
会
員
活
動
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
、
筑
波
大
学
同
窓
会
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

東
京
教
育
大
学
の
卒
業
生
も
60
歳
を
越
え
、
茗
渓
会
も
〞
一
般

社
団
法
人
〝
と
な
り
、
茗
渓
創
基
141
年
開
学
40
年
の
筑
波
大
学
に

あ
っ
て
、
130
年
の
歴
史
を
持
つ
〞
同
窓
会
・
茗
渓
会
〝
が
「
東
京

都
茗
渓
会
」
の
新
発
足
に
よ
り
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す

こ
と
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

注
・
組
織
委
員
会
は
、
理
事
会
内
に
設
け
ら
れ
た
５
部
門
の
委

員
会
組
織
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
東
京
都
茗
渓
会
」
に
つ
い
て

組
織
委
員
会
委
員
長
・
理
事

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
がス

タ
ー
ト
!

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
は
、
筑
波
大
学
と
の
連
携
、
協
調
関
係

を
今
ま
で
以
上
に
強
め
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
大
学
と
茗
渓
会
、
本
部
と
支
部
が
相
互
に
情
報
交
換
を
行
い
、

会
員
同
士
（
学
生
と
地
元
の
先
輩
等
）
が
活
発
に
交
流
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
念
頭
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
・

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
ス
ラ
イ
ド
形
式
に
よ
る
本
部
か
ら
の
主

な
ニ
ュ
ー
ス

写
真
）や
今
後
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
、
季
刊
誌
『
茗

渓
』
最
新
号
の
概
要
等
で
、
筑
波
大
学
、
茗
溪
学
園
等
へ
の
リ

ン
ク
も
で
き
ま
す
。

二
・

茗
渓
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
、
宣
揚
歌
、
定
款
、
組
織

図
・
代
議
員
、
本
部
連
絡
先
・
ア
ク
セ
ス
等
で
す
。

三
・

支
部
紹
介
は
、
支
部
一
覧
、
支
部
の
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
案
内
、
支
部
の
更
新
情
報
で
す
。

四
・

ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら
せ
は
、
本
部
お
よ
び
支
部
等
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
等
の
具
体
的
な
内
容
や
更
新
情
報
で
す
。

五
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
本
部
お
よ
び
支
部
等
の
主
催
や
共
催
等

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。

六
・

季
刊
誌
『
茗
渓
』
は
、
最
新
号
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
支
部

が
発
行
し
て
い
る
会
報
等
を
掲
載
し
ま
す
。

七
・

入
会
案
内
は
、
入
会
方
法
、
会
則
や
入
会
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
等
を
紹
介
し
ま
す
。

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
会
員
が
い
つ
で
も
必
要
な
情
報
交
換
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
に

申
込
み
続
く
!

既
に
会
費
を
完
納
し
た
会
員
の
皆
様
に
寄
付
を
仰
ぐ
呼
び
か

け
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
へ
の
応
募
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
季
刊
誌
『
茗
渓
』
の
秋
号
に
応
募
氏
名
等
の
一
覧

（
中
間
報
告
）
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士

星
出
彰
彦
さ
ん

母
校
訪
問
・
講
演
会

４
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
星
出
彰
彦
さ
ん
が
来
校
し
、

昨
年
長
期
滞
在
し
た
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
に
つ
い

て
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
い
フ
ラ
イ
ト
ス
ー
ツ
姿
で
会
場
の
体
育
館
に
入
場
し
た
星
出

さ
ん
を
、
全
校
生
徒
１
４
５
０
人
は
歓
声
と
大
き
な
拍
手
で
お
迎

え
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
船
外
活
動
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

で
の
作
業
の
様
子
を
映
像
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
、「
あ
ま
り
に
も

楽
し
く
て
帰
り
た
く
な
か
っ
た
。
と
て
も
充
実
し
た
４
か
月
間
だ

っ
た
。」
な
ど
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

「
船
外
に
出
て
怖
く
な
か
っ
た
の
で
す
か
」、

「
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め
に
ど
ん
な
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
か
」

と
い
っ
た
生
徒
達
か
ら
の
質
問
に
対
し
、

全校生徒で星出さんを囲んで

桐創祭開会式は中学①年生の合唱で始まる。全校

生徒が合唱を楽しむ校風がここから醸成される。

塚原監督を囲んでトークショウ 司会は本校生徒で

石巻プロジェクト（石巻市で復旧活動を調査研究し

ている）のメンバーが務めた。

考
え
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

こ
の
映
画
は
入

場
料
収
入
が
宮
城

県
や
南
三
陸
町
な

ど
に
寄
付
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
し

た
の
で
、
桐
創
祭

で
は
無
料
上
映
と

し
ま
し
た
が
、
本

校
後
援
会
や
父
母

会
の
ご
協
賛
を
い

た
だ
き
、
映
画
配

給
元
を
通
じ
て
ご

寄
付
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

「
宇
宙
で
は
闇
の
中
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
で
恐
怖
を
感
じ
た
。」

「
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め
の
試
験
を
３
回
受
け
た
。２
回
落
ち

た
が
、
次
に
ト
ラ
イ
す
る
の
に
は
何
が
必
要
か
と
考
え
て
行
動
し

た
。
夢
を
叶
え
る
た
め
の
原
動
力
は
宇
宙
へ
の
強
い
思
い
、
そ
し

て
家
族
や
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
実
現
で
き
た
。」な
ど
と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
星
出
さ
ん
が
５
年
間
を
過
ご
し
た
寮
に
場
所
を
移
し
、

寮
生
と
一
緒
に
桜
の
木
の
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
開
校
以
来
、

寮
門
を
行
き
交
う
寮
生
を
見
守
っ
て
き
た
２
本
の
桜
の
大
木
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、「
御
衣
黄
（
ぎ
ょ
い
こ
う
）」
と
呼
ば

れ
る
桜
が
寿
命
を
迎
え
衰
弱
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新

し
い
桜
の
苗
木
を
、
星
出
さ
ん
と
植
樹
し
た
い
と
お
願
い
し
実
現

い
た
し
ま
し
た
。（
星
出
さ
ん
の
在
寮
時
代
は
、
寮
生
が
最
も
多
か

っ
た
頃
で
、
全
校
生
の
３
分
の
１
、
450
名
が
寮
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
100
名
ほ
ど
で
す
。）

生
徒
達
は
、
夢
に
向
か
っ
て
着
実
に
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と

の
大
切
さ
を
、
改
め
て
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

桐
創
祭

本
校
の
文
化
祭
「
桐
創
祭
」
は
、
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
生
徒
達
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
ら

持
つ
創
造
力
、

企
画
力
、
表
現

力
を
駆
使
し
、

学
校
じ
ゅ
う
溢

れ
ん
ば
か
り
に

そ
の
活
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
内
容

は
、
演
劇
、
映

画
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、

飲
食
、
音
楽
な

ど
に
分
類
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
ご
と
に
表
彰
さ
れ
た
り
、
事
前
の
活
動
計
画
書
に
対
し
て
実
行

委
員
会
が
厳
し
い
指
導
を
入
れ
た
り
し
て
、
生
徒
達
が
互
い
に
よ

り
文
化
度
の
高
い
文
化
祭
を
求
め
て
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
と
誇

り
の
あ
る
活
動
と
い
え
ま
す
。

特
別
企
画
「
ガ
レ
キ
と
ラ
ジ
オ
」

今
年
、
実
行
委
員
会
特
別
企
画
と
し
て
、「
ガ
レ
キ
と
ラ
ジ
オ
」

と
い
う
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
東
日
本
大
震

災
の
南
三
陸
町
の
人
々
の
活
動
を
綴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
俳
優
の
役
所
広
司
さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
全
国
で
上
映
さ
れ
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
映

画
の
お
二
人
の
監
督＝

梅
村
太
郎
さ
ん
、
塚
原
一
成
さ
ん
が
本
校

の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
映
画
配
給
元
に
特
別
の
お
願
い
を

し
て
、
本
校
で
の
上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。
上
映
当
日
は
、
塚
原

一
成
さ
ん
が
来
校
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日

に
わ
た
っ
て
４
回
上
映
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
400
名
ほ
ど
の
入
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。

桐
創
祭
の
後
、
本
校
生
徒
向
け
の
上
映
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
を
見
た
生
徒
達
は
、
被
災
地
の
現
実
を
直
視
し
、
そ
の
中
で

く
じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
力
強

く
前
進
す
る
人
々
の
姿
を
知
り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
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樋
口

禎
一

35
院
修
数

38
院
博
数

（
神
奈
川
）

小
宮

要

31
教
大
教

33
院
修
数

（
山

梨
）

水
越

允
治

28
教
大
地
理

（
三

重
）

青
沼

龍
雄

31
教
大
数

（
兵

庫
）

團

琢
磨

31
教
大
体

34
教
大
専
攻

（
岡

山
）

池
川

敏
幸

29
教
大
工
芸

（
香

川
）

藤
瀬

孝

30
教
大
体

（
大

分
）

岡
田

芳
一

35
教
大
総
農

（
大

分
）

瑞
宝
小
綬
章

今
井

英
男

39
教
大
日
史

（
山

形
）

荒
井

桂

33
教
大
東
史

（
埼

玉
）

花
岡

愛
夫

38
教
大
哲

（
埼

玉
）

木
村

卓

37
教
大
東
史

（
千

葉
）

永
田

昭
男

35
教
大
健

（
千

葉
）

国
分

康
孝

28
教
大
教

32
院
修
数

（
千

葉
）

□山紫会（昭和 年東京教育大学 学部東洋史学専攻入学者の会）
と き 平成25年６月５日(水)～６日(木)

ところ 宿泊は東京の御茶の水にある「東京ガーデン ホテル」

還暦後は毎年会員の出身地でクラス会を開催してきたが、今年は卒業50

周年と恩師中嶋敏先生の七回忌にあたるので、東京で開催した。先生のご

子息の誠さんと相談して、中野の天徳院（住職の大藪正哉氏は40院博東史）

で行われる法要に10人が参加させていただいた。宿泊した東京ガーデンホ

テルには14人の会員のうち11人が集まり、北原兄が自らぶどうを栽培し、

醸造したワインをいただき、夜遅くまで歓談した。翌日は駒込の「六義園」

と「東洋文庫ミュージアム」を参観した。「東洋文庫」は学生のころに史

料閲覧や研究会の会場として、お世話になった所であり、近年「ミュージ

アム」を併設したので常設展と企画展を参観した。

写真 柴崎正行 文 髙原 將

著 書 紹 介

な
ぜ
昆
布
は
死
ん
で
か
ら
ダ
シ
が
出
る
の
か

著

者

横
浜
康
継
（
昭
33
教
大
植
、
昭
39
院
博
植
）

電
子
本

Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
版
）
500
円

フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
１
６
７
０
キ
ロ
バ
イ
ト

紙
の
本
に
換
算
す
る
と
約
68
ペ
ー
ジ
）

出
版
社

イ
ン
プ
レ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

「
生
き
る
と
は
？

海
の
森
林
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」と
い
う
副
題
が
付
い
て
い
る
。
海
藻

研
究
者
の
著
者
が
震
災
前
後
に
執
筆
し
た
『
自
分
さ
が
し
の
自
然
観
察

私
た
ち
は
な
ぜ
生
き

て
い
る
？
』（
生
物
研
究
社
、
Ｂ
6
判
210
ペ
ー
ジ
、
１
、８
９
０
円
）
に
続
い
て
、
電
子
本
で
人
生

を
語
っ
た
。
学
生
時
代
の
思
い
出
話
も
多
く
、
同
窓
生
に
は
興
味
深
い
内
容
だ
。

下
田
臨
海
実
験
セ
ン
タ
ー
で
34
年
間
を
過
ご
し
、
同
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
上
げ
た
後
、
宮
城
県

志
津
川
町
（
合
併
後
は
南
三
陸
町
）
に
同
地
の
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
招
か
れ
た
。

磯
観
察
や
「
海
藻
お
し
ば
」
を
通
し
て
広
く
海
洋
生
物
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
が
、
そ
の
施
設

は
12
年
間
の
記
録
も
ろ
と
も
津
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
章
ご
と
に
挿
入
さ
れ
た
写
真
は
、
か

ろ
う
じ
て
残
っ
た
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。

同
書
は
「
ア
マ
ゾ
ン
」
や
「
楽
天
」
で
発
売
中
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
検
索
・

購
入
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
キ
ン
ド
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
め
る
。

北
村
千
代
（
平
９
筑
二
生
）

瑞
宝
中
綬
章

日
沼

滉
治

24
文
二

27
大
国

（
北
海
道
）

松
井

一
磨

32
教
大
教

34
教
大
専
攻

（
宮

城
）

伊
藤

32
教
大
彫

33
教
大
専
攻

（
茨

城
）

増
田

実

36
教
大
教

（
茨

城
）

吉
沢

茂
弘

30
教
大
健

34
研

（
栃

木
）

長

成
吉

28
大
化

（
群

馬
）

小
玉
喜
三
郎

41
教
大
地
鉱

43
院
地
鉱

（
東

京
）

平
成
二
十
五
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
敬
称
略
）

窪
田

孝
美

41
教
大
教

（
長

野
）

前
田

正
紀

37
教
大
動

（
福

井
）

石

詔
之

40
教
大
体

（
岐

阜
）

吉
井
宏
一
郎

39
教
大
健

（
兵

庫
）

坂
田

友
宏

33
教
大
国

（
鳥

取
）

井
谷

義
昭

32
教
大
体

（
徳

島
）

松
村

通
治

42
教
大
東
史

（
徳

島
）

五
ノ
坪
和
彦

40
教
大
体

（
香

川
）

山
元

篤
朗

36
教
大
専
攻

（
鹿
児
島
）

瑞
宝
双
光
章

奥
田

謙
一

37
教
大
日
史

（
栃

木
）

福
岡

久
雄

30
教
大
農
化

（
東

京
）

武
藤

忠
春

26
芸

（
東

京
）

衣
斐

基
夫

41
教
大
体

（
岐

阜
）

木
本

明
男

36
文
図
養
成
Ｂ

（
大

阪
）

桐の葉のつどい
同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。



桐の葉のつどい 同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。

□東京教育大学体育学部昭和 年同期会
と き 平成25年５月21日(火）

ところ 「おがわ」文京区音羽2-11-81

今までに無く全員が真剣なまなざしで写っている。何人の仲間が集まってくれるか今回も不安だったが、いつもの通りの30名。多少入れ替

わりがあってもその心配は消し飛んだ。

やがて、このほとんどが80の坂を越えるが、皆元気、それに若い。よく飲み、沢山食べ、昔を語り合った。来年も同じ顔ぶれでこの会を迎

えられるのを祈る。 （写真：横田正人、文：渡部岑生)

□東京教育大学体育学部昭和 年③月卒業（卒業 周年記念）
と き 平成25年３月23日(土）

ところ 茗渓会館

□大塚人 地理学OB会（第⑥回）
と き 平成25年６月８日(土)

ところ 茗渓会館

大塚の地で人文地理学を学び、大学その他で研究と

教育にあたってきた関東在住者を中心として、気楽な

交流の場をもちたいという趣旨で始め、本年で６回に

なりますが、26名が参加しました。90歳代の長老から

60歳の現役まで、幅広い世代が一同に集まって、いつ

も通り活気のある会になりました。来年も元気で再会

することを期して解散いたしました。

内山幸久（46院博地理）写真

田林 明（50院博地理）記



桐の葉のつどい 同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。

□博報堂OB茗渓会
と き 平成25年３月28日(木）

ところ 茗渓会館

昭和30年代、40年代に卒業し、教職就職が多い中で一般会社へ飛

び出した仲間で、縁あって広告会社博報堂でともに仕事をした仲間

も定年を迎えた。この仲間は、茗荷谷の旧東京教育大の面影が残る

会館で毎年桜咲く３月末に昼飯会を開いている。今年も12名の仲間

が近況報告をしながらの歓談。参加者は占春園と旧キャンパスの写

真で学生時代を偲んだ。会社本社所在地は、神田、丸の内、田町、

赤坂と移転しているが、茗渓仲間の顔は変らない。来年も会館を同

時期に予約して今年の会も終わった。 長坂邦彦

□東京教育大学体育学部 昭和 年卒同期会
と き 平成25年５月11日(土)

ところ 銀座 黎花（薬膳料理）

大学卒業60周年を記念して同窓会を開催、新装された歌舞伎座を

眼下に眺めて薬膳料理を囲み、16名（90～83歳）で旧交を温めた。

卒業生の約半数は他界しており、今回で同期会を終了することにな

った。出席者は１列目左から長谷川、渡辺、大園、高橋、古藤、大

塚、元、同夫人、二列目左から永嶋、工藤、伊藤、佐伯、本多、根

岸、志村、中島、大塚夫人、福本

幹事：中島・伊藤・永嶋・福本・本多

□東京教育大学 学部英 科 昭和 年卒
と き 平成25年４月９日(火）

ところ 筑波大学漕艇部戸田艇庫 土方REUNION HALL

東京教育大学、筑波大学の漕艇部を60年の長きに亘って献身的

に、支え続けて来た同級生の土方の名前を冠した建物が出来て、今

年のクラス会はここにした。新築のホール、戸田静水路、エイトな

どのボート類見学、大感激だった。また飲食の世話は土方夫人にす

べてして頂き、本当に有難く、恐縮した。 幹事：浅羽

□東京教育大学 昭和 年卒法政クラス会
と き 平成25年４月３日(水)

ところ 茗渓会館

学窓を巣立ってから２度の節目の年に記念の集いをもつ。

その後、中断を経て平成12年にクラス会を再開。毎年桜花の季節

に茗渓会館で会を継続。

しかし、加齢と共に出席者が漸減。この様な会を本年で終えるこ

ととし、最後の集いを開催。話題は万象に及び、和気藹々のうちに

「桐の葉」の高唱で会を締めくくった。今後は時には思い立っては

集い、旅する様な交流が続くことを願う。

幹事：梅澤 有・須郷榮司

□三四会（東京教育大学 理学部 数学科 昭和 年卒）
と き 平成25年５月23日(木)

ところ 茗渓会館

卒業して54年、通算46回めの三四回である。

2000年の33回から隔年に、四国、新潟、茨城、…と開催してきた

が、10年振りに茗渓会館で開催した。会員が皆、喜寿前後となり、

今年は何人集まるかと心配したが、例年並みに15人の出席を得た。

遠路の福岡、新潟、松本からのほか、１月に余命３か月と宣告さ

れた者が見事治療を克服して出席してくれたからである。奇しく

も、当日正午過ぎに三浦雄一郎氏が３度目のエベレスト登頂に成功

したとの報を聞き、全員が勇気づけられた。来年も５月23日に皆元

気で会うことを約束して解散した。 文・写真 龍井昇治

□茗駒会（昭和 年東京教育大学農村経済学科入学）
と き 平成25年６月５日(水)

ところ 渋谷マークシティ25F

11：00に井の頭線「駒場東大前」集結。日本近代美術館╱旧前田

侯爵邸洋館╱日本民藝館╱旧駒場駅踏切╱日本最初の教育実習田

╱区立駒場体育館╱大学入試センター╱筑波大附属駒場中学校・高

等学校など旧農学部跡を中心に散策。上記ビルの高所から東方を俯

瞰、遠望しながら会食、傘寿に至るまでの各人の軌跡を語り合っ

た。再会を約しつつ15：00過ぎ渋谷駅で解散。充実したひとときで

あった。 幹事：村田宣夫、北原信夫 写真・文責：小島貞明
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中島布弓美

野見山

逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・

遺族住所・氏名

松島弥太郎 昭13理一 25・2・26

〒371-0804 前橋市六供町368-2 妻 松島 敦

玉木 弘 昭16理一 25・1・21

〒273-0867 船橋市夏見町2-497-1 妻 玉木 ミサ

湯ノ谷賢一 昭17体一 25・2・11

〒840-0023 佐賀市本庄町袋363-6 妻 湯ノ谷マサ

坂下四方吉 昭18傷軍数 25・1・25

〒390-0221 松本市里山辺920 妻 坂下かつみ

藤野 弘 昭22体 25・5・29

〒819-0383 福岡市西区田尻2360 妻 藤野 和子

辰巳 千昭 昭24理一 25・3・30

〒154-0022 世田谷区梅ヶ丘3-4-8 妻 辰巳 照枝

藤田 暉輔 昭24理三 24・8・16

〒959-1705 五泉市村松町乙709 妻 藤田 景子

寺尾 光史 昭25大数 24・10・29

〒111-0032 台東区浅草1-36-1 妻 寺尾 恭子

西澤 利栄 昭25理二 25・2・4

〒145-0071 大田区田園調布1-15-5 妻 西澤 順子

渡辺 泉 昭25理三 24・2・21

〒201-0013 狛江市元和泉2-19-10 妻 渡辺 光代

和田 優 昭25理三 24・9・3

〒370-0851 高崎市上中居町199-6 妻 和田 牧恵

勝井 晃 昭26大心 24・12・30

〒420-0841 静岡市葵区上足洗3-3-18-13 妻 勝井 和子

鈴木 隆 昭26文四 25・2・27

〒235-0033 横浜市磯子区杉田3-7-26-402 長男 鈴木 淳

須田 弘 昭27文三 24・12・3

〒165-0024 中野区松が丘1-14-1-207 妻 須田 信子

忽那 凱樹 昭27体 25・1・12

〒658-0066 神戸市東灘区渦森台2-3-302 妻 忽那アキ子

志賀 義雄 昭28大東史 25・5・3

〒640-8453 和歌山市木ノ本1496-147 二男 志賀 弘明

荒井 淳雄 昭28教大数 24・10・23

〒156-0043 世田谷区松原6-24-21 妻 荒井 和子

石田 徳行 昭31教大東史 24・12・4

〒420-0804 静岡市葵区竜南1-14-35-306 妻 石田 玲子

中島 貞夫 昭31教大物 25・3・29

〒563-0042 池田市宇保町2-6 妻

員決定

候補者を推

俊一 昭33教大体 24・7・16

〒862-0971 熊本市大江3-10-46 妻 野見山日子

小口 和夫 昭35教大哲 25・1・17

〒211-0051 川崎市中原区宮内4-3-36 妻 小口 周子

佐藤 和彦 昭37教大教 24・7・11

〒798-4135 南宇和郡城辺町緑丙840 妻 佐藤美奈子

中村 俊也 昭41教大漢 25・3・12

〒302-0024 取手市新町6-32-14 妻 中村 容子

畑山 明 昭41教大体 24・6・25

〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2-3-22-410 妻 畑山 利子

森井 博之 昭59筑修体 24・12・20

〒619-0224 相楽郡木津町兜台1-2-4-302 長男 森井 博一

代議

／15）同封
全会

薦
〆切 11／20

候補者一覧
投票用紙

投票用紙を本部選管へ郵送
投票〆切 2／10

投 票

本 部
選挙管理委

支 部 長
とりまとめ

公 示
正会員とは

・最近２年間会費滞納なし

・35回完納会員

正会員
正会員
正会員
正会員
正会員

投 票

正会員
正会員
正会員
正会員
正会員

立候補

推 薦

事前準備 立候補届送付先（支部長住所）は
支部組織表による。〆切 7／31
正会員名簿、立候補届様式 支部へ送付

代議員選挙公示日 10／20
季刊誌『茗渓』秋号（10

『茗渓』春号（4

員宛

立候補〆切 11／5
立候補者、推薦候補者をとりまとめ、
本部へ報告

参考：支部の規定推薦数

全国の候補者をとりまとめ

（代議員規定数以内のときは無投票）

季刊誌『茗渓』正月号（1／15）同封
正会員宛

季刊誌

9
700～ 899

／15）同封
正会員宛

支部正会員数 推薦数

1
2
3
4
5
6
7
8

1～ 299
300～ 499
500～ 69

300～1499

900～1099
1100～1299
1

1699

支部規定

1500～

薦数推

追 悼 称略)録 (敬

一般社団法人茗渓会 代議員選挙のながれ



茗
渓
会
第
②
回
定
時
総
会
開
く

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
２
回
目
と
な
る
平
成
25
年
度
定
時

総
会
は
、
去
る
５
月
30
日

木
）に
茗
渓
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
誌
３
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）

こ
の
総
会
で
は
、
岩
崎
庸
男
理
事
の
死
亡
退
任
に
伴
う
理
事
の

後
任
補
充
と
し
て
、
神
林

喬
氏
（
昭
40
教
大
教
・
元
日
本
放
送

教
育
協
会
常
務
理
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
の

総
会
で
は
、
理
事
長
挨
拶
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ゴ

ー
・
５
・
ｇ
ｏ
作
戦
」
を
合
い
言
葉
と
す
る
「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
茗
渓
会
の
会
員
増
、
収
入
増
、

経
費
削
減
に
向
け
た
施
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
具
体
策
と

し
て
、「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」の
創
設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
支
部
へ
の
会
費
還
元
強
化
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
平
成
26
年
度
の
代
議
員
選
挙
を
実
施
す
る
た

め
、
支
部
へ
の
協
力
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

支
部
総
会
開
催
に
つ
い
て

６
月
か
ら
７
月
中
に
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る
支
部
（
予
定
含

む
）は
次
の
と
お
り
で
す
。（
本
部
か
ら
理
事
が
派
遣
さ
れ
る
支
部

の
み
）

秋

田(

６

８)

大

阪(

６

８)

筑
波
大(

６

10)

長

野(

６

23)

群

馬

６

29
）
栃

木

６

29
）
静

岡

６

30
）
茨

城

６

30
）

新

潟

７

６
）
奈

良

７

６
）
富

山

７

６
）
愛

知

７

６
）

神
奈
川

７

６
）
愛

媛

７

７
）
千

葉

７

７
）
三

重

７

15
）

ま
だ
支
部
総
会
を
開
催
し
て
い
な
い
支
部
に
お
い
て
も
、
支
部

総
会
の
開
催
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

茗
渓
会
が
完
納
会
員
に
呼
び
か
け
た
「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
寄
付

金
に
、
さ
っ
そ
く
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
呼
び
か
け
を
強
化
し
ま
す
。

完
納
会
員
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
今
後
の
茗
渓

会
の
事
業
に
大
い
に
活
か
し
、
筑
波
大
学
の
在
学
生
及
び
卒
業
生

の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

茗
渓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
作
業
が
遅
れ
て
い

て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
７
月
か
ら
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
新
し

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
見
や
す
い
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く

に
支
部
の
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
本
部
・
支
部
の
ニ
ュ
ー
ス
を
随
時

掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
宣
揚
歌
な
ど
は
音
も
出
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

岡

勇
氏
が
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
か
ら
勲
章

本
会
元
会
員
で
東
京
高
師
芸
能
科
22
年
卒
の
故

岡

勇
さ
ん

が
、
こ
の
ほ
ど
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
世
界
文
化
遺
産
登
録
20
周
年
記

念
と
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
芸
術
最
高
勲
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
岡
さ
ん
の
作
品
「
窓

フ
ラ
ン
ス
）」

で
、「
正
統
的
で
抑
制
の
利
い
た
古
典
技
法
を
縦
横
に
駆
使
し
、
モ

ダ
ン
で
温
容
な
画
風
で
一
時
代
を
築
い
た
作
家
」（
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
・
モ
ノ
ー
）
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
さ
ん
は
、
元
一
水
会

会
員
、
海
外
芸
術
交
流
協
会
名
誉
会
員
、
サ
ロ
ン
・
ド
・
ロ
ー
ト

レ
ッ
ク
正
会
員
で
、
一
水
会
賞
な
ど
国
内
外
多
数
の
受
賞
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成
18
年
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
作
品
の
う
ち

「
出
漁
」（
一
〇
〇
号
）を
登
美
子
夫
人
か
ら
茗
渓
会
へ
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

・
特
集

は
「
第
２
回

定
時
総
会
」
の
報
告
で
、
理
事
長
挨
拶
、

筑
波
大
学
学
長
祝
辞
、
出
席
代
議
員
一
覧
、
総
会
要
旨
、
平
成

24
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本
会
の
活
動
の
様
子
を
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

・
特
集

は
、
公
開
講
座
「
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
軌
跡
」
と
題

し
て
４
月
30
日
か
ら
30
日
ま
で
と
、
５
月
11
日
か
ら
６
月
２
日

ま
で
茗
渓
会
館
で
開
催
さ
れ
た
講
演
と
企
画
展
の
報
告
で
す
。

４
月
30
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
中
川
昭
氏
と
古
川

拓
生
氏
の
講
演
の
要
旨
、
５
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
会
で
の
江

田
昌
佑
氏
（
本
会
理
事
長
）
の
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
た
い
へ
ん
中
身
の
濃
い
も
の
で
し
た
。

平
成
25
年
７
月
15
日
発
行

編
集
兼
発
行
人

田

中

正

造

発
行
所

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
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つ
く
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天
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学
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会
館
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表
紙
デ
ザ
イ
ン

茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

氏

お
願
い

・
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東

京

地

区

９
月
14
日

土
）

14
時
〜

東
京
・
茗
渓
会
館

「
地
名
と
人
名
か
ら
探
る
英
語
圏
の

化
」

〜
藤
原
教
授
の
英
語
の
話

第
７
弾

講
師

藤
原
保
明

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

10
月
12
日

土
）

14
時
〜

東
京
・
茗
渓
会
館

「
こ
の
秋
楽
し
む
宿
根
サ
ル
ビ
ア
」

講
師

西
川
綾
子

水
戸
市
植
物
公
園
長
）

つ
く
ば
地
区

11
月
16
日

土
）

14
時
〜

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
わ
ざ
か
ら
探
る
英
語
圏
の

化
」

〜
藤
原
教
授
の
英
語
の
話

第
８
弾

講
師

藤
原
保
明

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

茗渓会の公開講座
―今後の予定―

本

部

だ

よ

り



シダックスフードサービス株式会社
シダックスグループ営業開発本部

〒150-0041　東京都渋谷区神南1-12-13 渋谷シダックスビレッジ
TEL.03-5784-8853（代表）　FAX.03-5784-8842

学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



―筑波大学の知の発信―
〒305-8577つくば市天王台1-1-1
http://www.press.tsukuba.ac.jp/

ご注文は全国の書店または丸善出版株式会社へ

TEL 03(3512)3256 FAX 03(3512)3256

秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分「つくば駅」下車
●バス／「筑波大学循環」３つ目「筑波メディカルセンター前」下車
徒歩８分●つくば駅からタクシー／５分

海 城 中 学 ・ 高 等 学 校

〒169-0072東京都新宿区大久保3-6-1

電話 03-3209-5880

校 長 水谷 弘（昭40教大数)

聖 徳 大 学 学部

〒271-8555千葉県松戸市岩瀬550
電話 047-365-1111(代表)

E-mail:akifuji＠seitoku.ac.jp

学部長 藤原 保明
昭48教修英
平３筑博文言

リ

カで、なぜこの時期に

一般社団法人 食医同源之会

〒124-0024東京都葛飾区新小岩1-43-6
オリムピアビル６Ｆ
TEL&FAX03-3654-2410

理事 渡邉 悟（56筑二農･62筑院博農)

http://syokuidougen.main.jp

堀 内 法 律 事 務 所

〒305-0025つくば市花室1011番地

TEL029(857)4411 FAX029(857)4412

所長・弁護士 堀内 昭三（35教大法政)

〒105-8507東京都港区芝２丁目32番１号

電話 03(3456)1578

執行役員 楢岡 祥之（昭57筑社工)

学校法人国際学園

星 大 学 共生科学部

〒227-0053横浜市青葉区さつきが丘8-80
電話 045-979-0261(代)

アドバイザー 本木 幹雄（50教大体)

http://www.seisa.ac.jp

 

A5判並製/234頁/3,200円＋税
ISBN978-4-904074-27-5C3036

6月15日新刊刊行!

1935年、大恐慌で失業者があふれるアメ

リカで、社会保障法が成立した。伝統的に

自助や個人主義が重んじられてきたアメ

フォークの構想を中心に

社会保障制度が誕生

したのだろうか。またそれは、どのような

保障を国民に与えたのだろうか。

本書は、フランクリン・D・ローズヴェ

ルト大統領が行ったニューディール政策の

一環として制定された社会保障法を様々な

角度から検討し、アメリカ型の福祉国家の

起源を明らかにする。

相続・会社等設立・著作権 etc...

行政書士 髙谷真一事務所

〒300-0826土浦市小松ヶ丘町3番15号

TEL&FAX 029-821-8177

代表 髙谷 真一（平20筑修ビジ)

最大収容180名、お一人3,600円から／茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室 ツイン５室 和室５室／研修室２室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ･懇親会等（数名から80名まで）

スタインと1935年社会保障法の制定
―オルターナティブの封じ込めについて―

第５章 1935年社会保障法と健康保険をめぐる議論
―エドガー・サイデンストリッカーとイジドール・S・

5年社会保障法の制定
―

―
第６章 直接救済・社会保険・公的扶助をめぐる相剋

―1935年社会保障法のヴァージニア州への導入―
結 語、

〒130-0026東京都墨田区両国1-16-7朋林ビル6F
 

TEL 03-3635-4711 http://sportscompany.co.jp

取締役 藤田 文武（筑波大体育 2004卒)

スポーツ選手、 化人の
総合マネジメント＆キャスティング
トレーニングジム、鍼灸整骨院、
デイサービスの運営

株式
会社スポーツカンパニー

【主な目次】
序 論
第１章 193

会保障法とジェンダーに

経済保障委員会による立案とニューディール―
第２章 1932年ウィスコンシン州失業補償法とニューディール

―ウィスコンシン派の思想とラフォレット知事による州政治を中心に―
第３章 母親年金から児童扶助へ

―1935年社
エプ

◇ 筑波大学

索 引

【今

関する一考察―
第４章 エイブラハム・

の招待

40年

感

新聞で読む筑波大学の

定】 ◇ へ性認知脳科学の刊行予後

ンタセ
一般財団法人 筑波学都資金財団

筑波研修

http://www.meikei.or.jp/center e-mail:center＠meikei.or.jp

ー
〒 - 茨城県つくば市天久保 - -
TEL - - ／FAX - -

―

〒273-0115千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7

電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)





理事長・学園長 佐藤 東洋士

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ ￥ 6,300→￥ 4,500
シングルＡ ￥ 7,980→￥ 5,800
ツイン

￥12,810→平日￥9,800  土・祝前￥10,800
朝食バイキング ￥ 1,050→￥735
大浴場時間 ： 7:00～9:00 17:00～24:30

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分







東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606

（バス・トイレ共同）

（バス・トイレ付）

（バス・トイレ付）

茗渓会館写真スタジオ
ご婚礼・成人式・七五三・ご入学卒業写真・証明写真
家族写真・集合写真・出張撮影等・卒業アルバム作成

〒112-0012　東京都文京区大塚1-5-23

㈱東京科学光芸社
TEL 03-3945-9390　FAX 03-3945-9392

茗渓会館
₃階



平成25年度公開行事

9月 7日（土）　高校受験生見学会
10月 1日（火）～6日（日）

茗溪学園美術展
 会場：茨城県つくば美術館
10月26日（土）　学園入試説明会
1月31日（金）　SS研究・個人課題研究発表会
 会場：筑波大学・大学会館




